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言

「 2003 年 を振 り返 っ て」

20 0 3年 は化 学科 、稲化 会 に とって特別 な年 で

した。 それ は言 う身でも無 く化 学科が30周年 を

迎え た とい う こ とで す 。 稲 化 会 関係 で は 、化 学

科創 立 30周 年 を機 に稲化 会 会 則 の変 更 が行 わ

れ、“毎年度の早稲田大学理工学部化学科卒業

生の うち成績 優秀者 ”へ の 「稲 化会 賞」授与 が

決定 さ れ た 、 な どの大 き な動 きが あ りま した 。

化学科創 立30周年記 念誌 を読 んでい ただけれ

ばお分 か りの よ うに、化学科 の設立 と発展 の裏

には、教員 、職員 、そ して卒業 生の並 々な らぬ

努力 と献 身 が あ り ま した 。 私 は 早 稲 田 に 赴任 し

て以 来 、研 究 環境 が 改 善 され て然 るべ きで あ

る、 と痛 切 に感 じて い ます が 、 そ の さ らに 原 始

的状況下 におい て、悪戟苦 闘 しつつ も研究・ 教

育を続 け 、 人 材 を輩 出 さ れ て きた 教 員 の 方 々 の

熱意 に は 頭 が 下 が る 思 い で す 。 我 々 は 、 こ う し

た化学科 の設立 と成 長 に尽 くした先人 の精神 を

継承 し、 化 学 科 の さ ら な る発 展 に貢 献 す る こ と

を忘 れ て は な らな い で し ょ う。

2 1世紀 に入 り、化 学科が ひ とつの節 目を迎 え

たか の ように、多 田愈教授 が2003年度未 で選択

定年 に よ り退職 され、 また、高橋博彰教授 も翌

年度末 に定年退職 され ます 。化学科 を支 え続 け

てきた両教授 が相次 いで化学 科 を去 られ るの は

寂しい限 りです が、化学科 にお ける研究 と教育

のさ らな る発展 に向 けて、新任 教員 を加 えた教

員一 同、 これ まで以上 の努力 を惜 しまない次第

です。

少子 高齢化社会 を迎 え、 日本周辺 のア ジア諸

国が急 速 な発展 をみせ るな ど、社会情勢 、国際

情勢 は刻 一 刻 と変 化 しつ つ あ ります 。 とい う よ

りは 、 む しろ今 後 の 日本 を考 え る と危 機 感 を募
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化学科主任 中 田 雅 久

らせ る状 況 ば か りが 先 に思 い 浮 か び ます 。 こ う

した なかで、 さらに国立 大学の独法化 が始 まる

こ と もあ り、 私 立 大 学 を含 め た各 大 学 は生 き残

りに必死 です。化学科 も発 展 し続 ける研 究分野

に村応 で き、 また、新展 開 を迎 えつつあ る理工

学部 に強力 に貢献で きる学科 を目指 し、学科 の

再構築 を検討 中です。

さて、 早稲 田大 学理 工 学 部 は2007年 に創 立

1 0 0周 年 を迎 え ま す 。 こ れ を機 に大 久 保 キ ャ ン

パス に 63号 館 を建 設す る こ と、 ま た、 理 工学

部・ 研究科 の再編 を行 うことにつ いて真聾 な議

論が続 け られて きま した。特 に、理 工学部・研

究科 の複 数学部・ 研究科 への再編 は並 大抵 の こ

とで は達 成 で き な い こ とは 誰 の 目 に も明 ら か で

すが、 この創 立以来 の改 革 に理工 学部 は総力 を

あげて取 り組 んで い ます。そ の詳細 な進捗状況

につ いてお伝 えで きないの は残念 ですが、早稲

田大 学理 工学部 は創 立 100周 年 を迎 え、 なお着

実に進化・ 成長 し続 けてい るこ とを稲化会会 員

の皆 様 に 是 非 お 伝 え して お きた い と存 じま す 。

以上 の ように、化学 科 も早稲 田大学理工学 部

も大 きな 変 革 ・ 発 展 の 節 目 を迎 え て い ます 。 こ

う した な か で 、 化 学 科 の 設 立 と と も に発 足 し、

同窓会組 織 と しての役 割 を継続 的 に担 って きた

稲化会 の存 在 は大変貴 重で あ り、その存在価値

は年 月 を経 て ます ます 高 ま る もの と信 じて い ま

す。稲化 会が今後 、会員の ための組織 として ま

すま す 充 実 、 発 展 し続 け る こ と を心 よ り祈 念 す

る次 第 で す 。 会 員 の 皆様 、 ど うか これ か ら も、

こ れ まで 以 上 に稲 化 会 を よ ろ し くご支 援 くだ さ

る よ うお 願 い い た し ます 。



化学科創立30周年記念特集

記念事業報告

平成15年 5 月10 日（土） に、化 学科設立30周

年記 念 事 業 と して、稲 化 会総 会 、講 演 会、式

典、祝賀会 が開催 され ま した。

（ 1） 稲化会総会

午後 1 時 か ら、国 際会議 場 第1会議 室、司 会

：伊藤紘一、参加者53名

議題

会計報告、会則の改正、稲化会賞の設立、新

役員人事。

会長 ：長瀬 裕 （第 1 期生）

副会長 ：鹿又宜弘 （第 9 期生）

副会長 ：中田雅久 （化 学科主任 ）
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（ 2） 記念講演会

午後 1 時40分 か ら、国際会議 場第 1 会議 室、

司会 ：阿部二朗 （第15期生 ）、参加 者96名

プロ グ ラ ム

講演 1 「グローバル競争 時代 の産業政 策」 三輪

光太郎 （中外製薬、第 1 期生）

研 究室 ポス ター発表

講演 2 「脳 一神経細胞 の健康推持」濱登希子

（三菱化学、第 1 期生）

講演 3 「な わ と び分 子 の ス テ レオ コ ン トロ ー

ル」 鹿又宣弘 （明治大学 、第 9 期生 ）
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（ 4） 記念祝賀会

午 後 5 時 か ら、 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル 東 京 ダ

イヤ モ ン ドル ー ム、 司 会 ：酒 井 健 （第 1 1期

生）、参加者103名

式次第

開会 の辞

祝辞

乾杯

祝辞

卒業生祝辞

校歌斉唱

閉会 の辞

化学科30周年記念事業組織委貞会

委員長 高宮信夫

早稲田大学名誉教授 加藤忠蔵

化学科教授 高橋博彰

応用化学科教授 逢坂哲禰

平野秀樹

岡田修 司

河野正規

伊藤邦孝

（ 第 1期生）

（ 第 6 期生）

（ 第 12期 生）

（ 第24期生）

指揮 西郷富治 （第 5 期生）

化学科教授 多田 愈

土こ血 ＝溢 i書 鑑 三 彗由 』盗造岩怒蕪雑韓鮨誠奴 立

x リズ〉捌
重野温 好婿 塾搬 ≠



嘗転写榊 酢 灘 鞘

（ 5） 「早稲田大学理工学部化学科設立30周年記

念誌」の編纂

ご希望 の方は、稲化会事 務局 （m ailto：t。uka＿

k a i＠ch em・W aSed a．ac．jp） まで、郵 送先住所 をご

連絡 くだ さい。宅急便 （着払 い） で送 らせてい

ただ き ます 。

（ 6） 「化学科学生表彰基金」への募金

寄付 総額 、638，000 円。心 か ら御 礼 申 し上 げ

ます。現在 、博 士学位賞 の記 念 メダル を作 製 し

てい ます 。

以上、敬称略。

化学科創立30周年記念行事 を省み て

早稲田大学名誉教授 高 宮 信 夫

化学科創立30周年記念行事は 2 箇所の会場 を

言争 け て‾才子：h 加 ヰ l ナ， つn n つ存 に 日 1 ∩口 ／」＿＼ ／丁



田大学 のなかで の化 学科の役割 を再確認 し、将

来の 発 展 を希 求 す る よす が と して 価 値 あ る もの

と考 え てお ります 。資料 編 の なか の卒 業論 文

（第 1 回卒業生 か ら200 3年 春の第27回卒 業生 ま

で全員 ）、修 士論 文 （1978年度 か ら2002年 度 ま

で）、博 士 論文 （1981年度 か ら2000年度 まで）

題目一覧 は化 学科 の研 究の記録 として貴重 な も

のと考 え て い ます 。

思 えば今 回の記 念 行事 は卒 業生 の活躍 が 目

立っ て きた 時 期 に あ た ります 。

第 1 回卒業生の長瀬 裕東海大学教授 は稲化

A Aコ言 フ言
長で もあ りますの で30周年記念行事 開催 に

っい て まず 協 力 をお 願 い し ま した と こ ろ ご快 諾

を得 ま したので、化学科教 室 の先 生 も大 いに張

り切 っ て2 00 1年 1 1月 10 日 に準 備 委 貞 会 を 開催 し

た結果、組織委貞会、実行委貞会、記念誌編集

委員 会 を次 々 と組 織 しま した 。 ま た事 務 局 と し

て現在 理工学部技術 職 として勤務 してい る第16

回卒 業生の松尾 亜弓氏 お よび第22 回卒 業生の押

尾浩 志氏 にご協 力 をお願 い しこれで準 備 は十分

に整 った次第 です。

これ らの 関係 した方 々 に改 め て この 場 を借 り

てその熱意 と努力 に感 謝す る次 第です。

退任・ 新任

化学 科 を去 るに当 た って

多田 愈

“老兵 は死 さず 、ただ消 え行 くのみ”

D ．M cA rthur

“老 兵は死 さず、た だ消 え行 き もせ ず”

中 曽根康 弘

“我 を知 り、往 く も往 か ん も、 我 に あ り”

愈 々 庵

第 一 句 は 、 よ く も悪 し く もわ が 国 に民 主 主 義

を植 え つ け た マ ッ カ ーサ ー元 帥 が 日本 を離 れ る

時の辞 、 第 二 句 は よ く も悪 し く も長 期 間 首 相 の

座に座 り続 けた中 曽根康 弘が政界 を去 る時 の辞
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であ る。 前 者 の 名 言 を引 き継 い だ 後 者 の な ん と

も後味 の悪 い、無様 な引け際で あろ う。第三 の

辞は詩作 な ど経験 のない著者 の現在 の心境で あ

る。 雅 号 も これ か らの余 生 へ の希 望 を込 め た も

ので 、今 回 始 め て使 う戯 れ もの で あ る。

人 は み な 自分 の 引 け際 を考 えて い る。 引 き摺

り下 ろ され る の と、 自発 的 に退 くの が あ る が 、

前者 は 自分 で は ど う し よ う も ない 。 難 しい の は

後者の ほ うであ る。化学科 の よ うに研 究室 の運

営が完全 に一人の教員 によって行 われてい る場

合、 それ が可能 な年齢 は体 力・気力 の 問題で あ

り、 人 に よ っ て 全 く異 な っ て い る。 研 究 （指

導・論文書 き）・研 究室運営・ 学内行 政 （雑

務）・ 学会 活動 を満遍 な くこな して、始め て早

稲田 の教 授 でい られ る。私 自身 は定年 まで 3年

を残 して今 が限界 と判 断 し、選択定年 を選ぶ こ

と に した 。 まだ や れ る とお 世 辞 を言 って くれ る

人 は い る が 、 問 題 は 、 そ の 間 に 自分 の 能 力 を 自

分 で判 断す る能力 を失 う可能性 を秘め ている こ

とで あ る。 か とい っ て 他 人 に無 能 を断 定 され る

の も 自尊 心 に傷 が つ く。 今 な ら ま だ 自分 で 上 の

四 つ の 義 務 が きつ い こ と を感 じ る こ とが で き

る 。 そ れ な ら今 しか な い とい うの が 、 こ との 真

相 で ある。元 極東軍司令 官 ほ ど格好 よ くはない

が、元 内閣総理大 臣ほ ど無様 で もない とい う心

境 を表 したのが第 三の句 で ある。

わた しは19 6 7年 4 月 に早稲 田大学 に専任 講師

と して 赴 任 した の で 、 こ の 3 月 で 37年 間 理 工 学

部 に お 世 話 に な っ た こ とに な る。 18 階建 て の 5 1

号館 が数 ヶ月間東洋一 の高 さを誇 ったが、 この

竣工が私 の赴任 と時 をいつ に している。あの建

物 は何度 か補 修 を したが、私 は補修 をしないで

使い続 けて きた。大分 がたつ いて きたので、 そ

ろそ ろ使 用 目的 を変 え な けれ ば な らか －だ ろ う。

思えば赴任時、化学科は存在せず、一般教育

学科 の化学担 当であ った。化学 科が設立 され る

予 定で着任 したが、折悪 しく早稲 田騒動 が起 こ

り、 さ らに七 年 の 歳 月 を費 や さ な け れ ば な ら な

か った。 自前 学科 の学生 がい ない ので実験実習

費 もない、個 人研究費 だけの予算 であ る。 さい

わい河上記念財団・松永記念財団・三島海雲財

団・旭硝 子財 団な どの支援 を受 け、応用化 学科

か ら派 遣 して頂 い た 1 ～ 2 名 の 学 生 さ ん と、 文



字 通 り一 緒 に な っ て 日夜 頑 張 っ た 。土 曜 日な ど

学生 の ガール フレン ドが来て研究室 や図書室 で

読書 し、学生 さんの実験 が終わ るの を待 ってい

た。私 は早稲 田に来 る前 にハーバ ー ド大 学で ポ

ス ト ドッ ク を して い た 。 そ の 時 、 こ の光 景 は ご

く 日常 的 な も の で あ っ た の で 何 の 抵 抗 感 も な

か っ た。 ガ ー ル フ レ ン ドの い な い 学 生 は彼 女 た

ち の 持 っ て きて くれ る お 土 産 を 楽 しみ に して い

た 。

私は有機天然物・有機光化学・ 有機金属化

学・ 補酵素 モデル・ 有機 ラジカル反応の研究 を

して きた 。 出席 す る学 会 ・ シ ン ポ ジ ウム も天 然

物討論会・ 光化学討論会・有機金属化学討論

会・生体関連化学討論会・ヘテロ環化合物討論

会・ ヘテ ロ原子化 学討論会 と10年以 内 に分野 を

変 遷 して きた 。 こ の よ う に 自由 に分 野 を変 え ら

れ るの も、各人我 が城 を持 つ早稲 田の特権 であ

る。我が城 と言 ったが、実 は仕 入れ か ら売 り台

設置、掛 け声 まで一 人でや る八 百屋 の親父 であ

る。実感 か ら言 えば、後 者 に匹敵 す るのが早稲

田の教授 である。上記 の研 究分野 はそ れぞれの

最 盛 期 を持 っ て い た。 そ の 時 代 に な る と猫 も杓

子 もそ の 分 野 に 集 中す る こ と に な る 。 仲 間 が多

く、話 が通 じやすい、大 きな本流 に身 を置 くこ

とに よ って 、 虎 の 威 を借 る狐 に もな り得 る。 狐

は 自分 を大 きく見 せ るため、 自分 の研 究が重要

で 化 学 史 上 大 きな発 見 を した よ う な錯 覚 に陥 り

やす い。

しか し、 私 の 巣 は虎 の 巣 に は な り よ う も無

く、 小 さ く貧 弱 な もの で あ っ た 。 さ らに 、 生 来

の飽 きっぼ さと、群 れ るこ とが嫌 で私 は研 究分

野を次 々 と変 遷 す る こ と に な る 。何 十 年 も同 じ

分野 に留 まれ るほ ど辛抱 強 くは無 い 自分 を知 っ

て い る の で 、 今 思 う と私 は 自分 に正 直 で あ っ た

気が す る。

あ と、思 い起 こす と化 学科・ 大学 院化 学専攻

の設立 が あ る。今 で こそ 文部 科 学省 も柔軟 に

なったが、30年前 は官僚 の権益 を守 るため強 固

な枠 を敷 いてい た。一番大 きなハ ー ドルは用地

問題で あった。早稲 田 は敷地 が足 りないか ら一

切の 申請 は受 けない、 とい うのが文部省 の基本

的態度 で あ った。面 白い ことに、新 設学部・学

科は 4 年 間、大学 院は 3 年 間その完成年度 まで

は優 秀 な教員 を加 えた り、研 究教育条件 を改良

した りす る こ と も許 され な か っ た 。 なぜ な ら、

それはず さんな計 画 を文部官僚 が認知 した こと

になるのだそ うだ。早稲 田の物理 お よび応用 物

理学専攻 で は、一人 の先生が 、理 学・ 工学 で も

ど ち らの 学位 で も授 け る こ とが で き る。 文 部 省

の担 当官 は、 これ は当時の担 当官 が間違 えて認

可して しま っ た が 、 こ れ は 既 得 権 で あ るか ら剥

奪は出 来 な い と説 明 し、 当 時 と して は これ で正

しか っ た とい う見 解 とな る 。 化 学 専 攻 設 立 時 、

私は 大 学 院教 務 委 員 と して 、 この よ うな 文 部 官

僚と交渉 を重 ね た一 下 手 に出 なが ら攻 防戦 を

行っ た 。 今 とな っ て は懐 か し く思 い 出 され る光

景で あ る。

私 と高橋 先生 が去 れ ば化学科 設立以前 か ら在

籍し た 第 ゼ ロ 世 代 は “死 さず と も去 り行 く”こ

とに な る。 化 学 科 の 絶 え 間 を い 努 力 と発 展 を

願っ て や ま ない 。

化学科 に赴任 して

柴 田 高範

平成 15年 4 月 に化 学科 の専任 教員 として採 用

され、稲 化 会 の メ ンバ ー に な った柴 田高範 で

す。 まず、私 の前任 地で ある岡山の紹介 をしま

す。

岡山 と言 えば 「桃 太郎」 で す。「桃 太郎 ぶ ど

う」 に 始 ま り、 駅 前 の 大 通 り が 「桃 太 郎 通

り」、最近 国体 用 に建設 された競技 場 が 「桃太

郎ス タジアム」です。 それ に、晴 天率が高 い こ

と も有 名 で あ り、「晴 れ の 国 、 岡 山」 が キ ャ ッ

チフレーズ です。実際 に都 道府県 あた りの天文

台の数が最 も多 い県 だそ うです。 そのため、農

産物 、特 に果物 が美 味 で あ り、「白桃 」「マス

カッ ト」が その代 表です。 また、瀬戸 内海 に面

してい るので、魚 の種類が豊 富であ り、東 京で

は見 た こ と もな い魚 が 店 頭 に並 ん で い ま す 。香

川県 が近いた めか、 うどんが東 京 と比べ て美味

しく、逆 に「蕎麦屋」 は少 ない気 が します 。都

市の規模 か らは、 隣県 の広 島には遠 く及 ばない

もの の、交 通の要所 であ り、 山陰、四国 いず れ

に行 くに も、 鉄 道 は 岡 山 を経 由 し ます 。 ま た 、
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大阪か ら新幹線 で 1 時 間であ りなが ら、関西 圏

では な く、 野 球 チ ー ム も、 阪 神 や 広 島 よ り巨 人

フ ア ンが 多 い 、 と い う不 思 議 な土 地柄 で す 。

岡 山 市 内 に あ る 日本 三 名 園 の ひ とつ 「後 楽

園」 は勿論 の こと、「 日本 のエ ーゲ海・ 牛 窓」

や「西 の軽井沢・ 蒜山 （ひるぜ ん）高原」 へ も

車で 1 時間足 らずで到着 で き、高速道路 の入 口

まで 1 時 間かかる東京 とは違 い、快適 な生活 で

す。 そ の せ い か、 岡 山 出 身 者 に は “I lov e

O k a y am a”の 人 が 多 い よ う に 感 じ ら れ 、 衆 議 院

の全議席 を 自由民主党 が独 占す る保 守王 国であ

る こ と と無 関 係 で は な い よ うに 、 勝 手 に思 っ て

い ます 。

岡山大学 は、 岡山駅か ら車 で 10分 とい う交通

至 便 な 所 に あ りな が ら、 半 田 山 と い う丘 の 裾 野

に広 大 な キ ャ ンパ ス を持 っ て い ます 。 野 球 場 、

サ ッ カ ー グ ラ ン ド、 ラ グ ビ ー グ ラ ン ド、 そ れ に

馬術 練習用 の馬場 まであ り、夜構 内 を歩 いてい

る と狸 に 出 逢 う こ と もあ ります 。 ま た、 農 学 部

前 の銀 杏 並木 の紅 葉 は全 国 的 に有 名 であ り、

N H K 定 時 ニ ュース の最 後 の映像 と して使 われ

る こ と も あ り ま す 。

そ の よ う な 岡 山 か ら、緑 も な く、密 集 した 町

並 みが続 く東 京 に戻 る とが っか りす る反面 、気

分 的 に は妙 に落 ち着 く 自分 に気 が つ き ます 。 生

まれ て以 来30年以上 生活 している東京が 、 自分

に とっ て は や は り 「故 郷 」 な の だ と改 め て 思 う

と き で す 。

と こ ろで 、 稲 化 会 の メ ンバ ー の 共 通 点 と言 え

ば、期 間の長 短 はあ れ、「人生 の一 時期 を化学

に専 心 した」 こ とで は か －で し ょ うか 。 私 は大

学 2 年 の 時 に化 学 を専 門 とす る こ と に決 め て 以

来 、 既 に 17年 も化 学 とつ き合 っ て お り、 今 後 も

っ き合 っ て い くつ も りで す 。 そ の よ う な 人 生 と

なった起 点 を思 い返 す と、高校 の先生 の一言 だ

と思い ます。 あ る と き化 学 の先 生が、「液 体酸

素 は、 何 色 だ と思 う ？」 と 質 問 さ れ 、 よ りに

ょって私 を指名 しま した。当時 、液体 窒素 の存

在 も知 ら な か っ た 私 は、「酸 素 も液 体 に な る」

と い う 驚 き と 、「何 色 ？ と 聞 く の だ か ら 、 き っ

と無色 では ない」 と思い、適 当 に「青色」 と答

え ま し た 。 す る と 先 生 は、「よ く知 っ て い る

な ！そ の 通 り青 色 だ」 と言 い ま した 。 偶 然 当

たっ た だ け なの に 、褒 め ら れ た私 は 、 す ぐに化

学が好 き に な りま した 。 さ らに先 生 は、 酸 素 分

子には磁性が あ り、液体酸素 の液面が磁石 で上

がる 映 像 を見 せ て くれ ま した 。 そ の 理 由 は 大 学

に行 け ば わ か る か も しれ か －、 と思 い ま した 。

その後 、当時薬学部 の有機合成系 の研 究室 の

博士課程 に在 籍 していた先輩 に、化 学 を教 えて

も ら う機 会 が あ り、「薬 は有 機 化 合 物 」 で あ る

こ と を知 りま した 。 つ ま り、多 くの 薬 剤 が 、 海

洋生物 や樹 木 か ら抽 出 された正 に「神 か らの贈

り物 」 で あ る こ と、 しか しな が ら、 そ の化 合 物

の持 つ副作用 を減 ら し、 よ り活性 の強 い化合物

を創 製 す る こ と は、 人 間 、 つ ま りは有 機 化 学 者

以 外 に は で き な い 、 と熱 く語 られ ま した 。 そ し

て 、 私 は 有 機 化 学 を専 門 とす る こ と を決 め ま し

た。

この 二 人 に 出逢 わ な け れ ば 、 私 は全 く違 った

人生 を歩 んでいた と思 い ます。早稲 田大 学理工

学 部 化 学科 に入 学す る学生 た ち も、先 生 、先

輩、 あるいは本 と出会 い、少 なか らず 「化学」

に と きめ き を感 じて化 学 科 を選 ん だ こ と と思 い

ます 。我 々大学数貞 は、そ の夢 を大切 に し、育

て、化 学の専 門教育 を行 うのが使命 です。

早稲 田大学 に強 い愛着 を持 ってい る卒業 生は

多 い と思い ます 。 しか し、それ以上 に今後 重要

なの は「愛学科 心」 だ と思 い ます。卒 業生、在

校 生 が 、 化 学 科 を こ れ まで に も増 して 誇 りに思

い 、 愛 せ る よ う に、 一 教 員 と して全 力 を尽 く し

た い と思 い ます 。

卒業生便 り

大学 へ転 職 して思 うこ と

第 1 期 長瀬 裕

2000年 の春 、私 は長年勤 めた （財）相模 中央

化学研 究所 を退職 し東海大学 工学部 に勤 務す る

こ と と な っ た 。 す で に 3 年 半 あ ま り の 月 日 が

経っているが、 この場 を借 りて稲化 会の皆様 に

ご報告 申 し上 げたい。
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こ の 3 年 間 は こ れ まで に な い様 々 な経 験 を し

て 、 光 陰 矢 の ご と しの 感 もあ る が 、 一 方 で振 り

返 っ て み る と極 め て 長 く感 じる 月 日で もあ る 。

初年度 は両方の職務 を兼任 しまた東工大大 学院

の 客 員 教 授 まで 引 き続 き兼 務 した こ と もあ り、

東工大 と東 海大 の学 生が相模 中研 の実験室 で実

験を してお り、私 は講義や会議 の 日は大学 へ、

ない 日は相模 中研へ足 を運 んで学生達 と研 究の

打合 せ を す る とい う 日々 を送 っ た 。 極 め て 多忙

で は あ っ た が 充 実 した 時 間 を過 ごせ た よ う に思

う。 も しそ の 時 今 日は ど っ ちへ 行 き た い か ？と

聞か れた ら、 ここだけの話 だが、相模 中研 と答

えたであろ う。試薬 の匂 いがす る実験室 の中で

学 生 の 出 した 結 果 を見 な が ら次 は こ う して み よ

うか 、 あ あ して み よ うか と思 い巡 らす こ とに 喜

び を感 じるのは、長年研 究所 で暮 ら して染 み付

い た 性 癖 で あ ろ う か。

その後2001年春 に実験 機材 を大 学へ移設 し新

た に研 究室 を立 ち上 げた。 この ご時世で大 幅な

規模 の縮小 を余 儀 な くされ た相模 中研 か ら、使

い慣れ た多 くの実験器 具や装置 を提 供 していた

だ い た こ と に は心 よ り感 謝 して い る 。 そ れ が な

け れ ば今 の 私 の 研 究 室 は もっ と閑散 と して い る

に違い ない。その後毎 年10人前後 の卒研 生 が配

属され、今 年は修士学 生 4 人 と学部 生 8 人 が研

究室 を構成 してい る。卒論・ 修論発 表 を間近 に

控えて今 の彼 らの実験結 果が あるの もそ れ らの

器具 、装置 のお陰で ある。大学へ移 って一番苦

労す る こ とは何 か と言 え ば 、 や は り研 究 費 不 足

で あ ろ う。 学 会 で お 付 き合 い い た だ い て い る先

生方 も異 口 同 音 にそ うお っ しゃ る 。稲 化 会 員 の

中に も同感 の方が多 いに違 い ない。大学か ら分

配され る予算 だ けで は到 底 良 い研 究 はで きな

い。何 とか科研 費や助成金 をか き集 めてお金 が

かかる立 ち上 げ時期 を切 り抜 けたが、 これ か ら

毎年研 究費 の獲得 に奔走 しなければな らない と

思う と… … 実 に憂 鬱 で あ る 。

しか し、 金 は 天 下 の 回 りもの 。 そ れ は何 とか

する として、研 究所 と大学 の大 きな違 い は研究

に携 わる “人”の違 いで あ る。研 究所 はプ ロの

研究員 で グループが構成 され るの に対 して、大

学の研 究室で実験 を進 めるの はあ くまで学生 さ

んである。相模 中研 時代 は化 学科 11期 生の根本

君を は じめ優 秀 な人 材 に 恵 まれ 研 究 の お も しろ

さ を実 感 で きた が 、 そ れ は ひ とえ に グル ー プ の

メンバ ー の お 陰 で あ る と思 っ て い る 。 逆 に大 学

ではそ うは い か な い難 し さ を こ の 3 年 間 で 痛 感

してい る。大 学で は教育 と研 究 を両立 させ なけ

れば な らな い 。 片 方 を お ろ そ か にす る と必 ず も

う一 方 に しわ 寄 せ が くる 。 た しか に講 義 は多 く

その準備 は煩 わ しいが 、講義の時 に学 生 に化学

のお も しろ さ、 実 験 の 楽 し さ を教 え研 究 に村 す

る興 味 を引 き出 して お く と、 研 究 室 に 配 属 さ れ

たと き に そ れ を実 践 して み せ て さ らに 関 心 を深

めて や る こ とが で きる 。根 気 の い る仕 事 で は あ

るが 、 そ うや って 人 を育 て て い く喜 び を感 じつ

つあ る今 日この頃で ある。私の研究室 の修士第

一期 生 は、 4 年前 に相模 中研 の私 の研 究室 に外

研生 と して東 海大か ら配属 され、 その後 大学 院

へ進 んだため 自動的 に大学 で も私 の研 究室 に配

属され た。 偶 然 と は い え私 に と っ て激 動 の 3 年

間を毎 日付 き合 って くれ た 唯 一 の パ ー トナ ーで

ある。 しか し、彼 はその激動 の年月 の中で学会

発表や論文 の作 成 を数多 くこな し大 き く成長 し

てくれ た。2002年の春、彼 はあ る企業 の研 究所

に就 職 したが 、必 ずや職場 で も活躍 して くれ る

もの と期待 してい る。彼 が卒 業 した後研 究室 は

すっか り人が入 れ替 わ り、来年度 は修士 も倍増

して 8 人の大学 院生 と 8 人の学部生 を抱 え る大

所帯 と な りそ うで あ る。 今 後 は そ の 繰 り返 し と

なろ うが 、 一 人 で も多 くの プ ロの 研 究 員 （に な

るか ど うか 不 安 もあ るが … … ） を育 て るべ く、

まず は マ イペ ー ス を崩 さず に 地 道 な研 究 に取 り

組ん で い く所 存 で あ る。

社会 を取 り巻 く環 境 も随 分 と様 変 わ り しつ つ あ

る昨今 、大学 の研 究室 あるいは個人が単独 で成

果を挙 げ るのは無 理で ある。大学 に限 らずすべ

ての職 場 で もそ うで あ ろ う。 そ の よ うな 時代 こ

そ力 に な る の は 人 と人 との信 頼 関 係 で あ る と思

う。 そ うい う意味 で 30周年 を迎 えた稲化会 組織

は今後 も会員 同士 の粁 を大切 に してい く必 要が

ある 。「大 学 と は 人 間 関 係 をつ く る場 所 」 とい

う初代稲 化会会長 の関根吾郎先 生の言葉 を、大

学に職 を得 た今 、研 究活動 を通 して実践 してい

きた い と考 え て い る 。

（東海大学工学部応用化学科 教授）
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あの ころ か ら25年 ～今 、

化学教育の現場 か ら

第3 期 若松 仁 志

昨秋 、 ホ ー ム カ ミ ン グ デ ー に招 待 され た 。 卒

後25年 目だ。 自分が、 あの ころの倍 以上の年齢

に な る な ん て 思 っ て もい な か っ た 。化 学 科 も創

設して30年 がた った。昨年 5 月の記念パ ーテ ィ

では、 懐 か しい 面 々 に久 しぶ りに会 っ た 。 あ の

こ ろ若 者 だ っ た友 た ち も、今 で は、 頭 に 白い も

の が混 じ り、 顔 に年 輪 が 刻 まれ・…・・。 自分 も、

い い 歳 に な っ て しま っ た 。

早稲 田 にあ こが れ、化 学 が大 好 きだ った僕

は、 1975 年、 早稲 田 を受験 し化 学 科 に入 学 し

た。 3 期 生 は17 人 と少 人 数 だ った。 先生 方 に

は、大 変熱心 に指 導 していただい た。量 子化学

か ら、 構 造 化 学、 無 機、 有 機、 物 化、 分

析 ‥…・、 化 学 の 中 に も、 い ろい ろ な 分 野 が あ る

こ と を知 り、僕 の 興 味 は 広 が っ て い っ た。 あ の

こ ろ を振 り返 る と、苦 し ん だ科 目 もあ っ た の だ

が 、 好 奇 心 を 刺 激 さ れ た こ とば か り を 思 い 出

す 。 多 田 先 生 か ら ワ トソ ン・ ク リ ック の 話 を 聞

い た の が 昨 日の こ と の よ うだ 。 ま た 、他 学 科 と

一緒 の授 業 も多か った。理物、量力 、高分子 、

物性 …… 。それ らの講 義の多 くに、僕 は知 的興

奮 を覚 え た 。 大 学 とは 、 知 的刺 激 を受 け る と こ

ろ な の だ ろ う。 在 学 中 、 多 くの 刺 激 を も ら っ

た。

卒 業 してす ぐ、出版社 に就職 した。化学以外

に も興味が ひろが った結 果だ った。その後 、い

くつか職場 は変 わったが、13年 間、化学 とは無

縁 の世界 で仕事 を して きた。 14年 目に、緑 あ っ

て 、 高 校 で 化 学 を教 え る こ と に な っ た 。 久 々 に

化学 の世界 に戻 ってみ る と、住み慣 れた我が家

に戻 っ た よ うな 安 堵 感 を感 じ る。 自分 に は、 や

は り化学 の世界 の水 が合 っていたのだ ろう。 そ

して、高 校 生 に化 学 の面 白 さ を伝 えた い と思

い、教壇 に立 ってい る。かつ て、 自分が感 じた

よ う に 、 知 的 興 奮 を味 わ っ て欲 しい と思 う。 し

か し、教 えている現場 では、それ以前 の こ とが

多 い。知識 だけが先行 して しまい、現 実か ら遊

離 してい るケースや 、 日常の感覚 が正確 な知識

の吸 収 を阻 害 して い る例 に よ く出 合 う。

以 下 、 実 際 に あ った ケ ー ス をあ げ て み よ う。

・ 旧某帝大医学 部に合格 した生徒の一言 。

「入 試 に シ リ コ ン っ て い うの が 出題 さ れ た け

ど 、 そ の性 質 っ て 、 ケ イ 素 そ っ く り で す ね 。

ひ とつ勉 強 に な りま した。」

（おいおい、元素記号 Si は何 の略だ ？）

・ 新 入生 に 「酸 ア ル カ リの性 質」 を聞 い てみ

た 。

「酸 は 怖 い け ど 、 ア ル カ リ は 身 体 に い い ん

で し ょ。 だ っ て 、 酸 性 雨 は 良 く な い け ど 、

アル カ リ性食 品 は健 康食晶 だ もん。」

（お い お い 、 実 験 じ ゃ、 ア ル カ リの 方 が ず っ と

怖いぞ ！）

・ 同 じ く新 入 生 に 「イ オ ン に つ い て知 って い る

こ と」 を質 問 して み た 。

「身 体 に い い の は陰 イ オ ン。 悪 い の は陽 イ オ

ン 。 これ 、 マ イ ナ ス イ オ ン が 出 る携 帯 ス トラ

ップ、健 康 にいいん だよ。」

（中学理科 か ら「イ オン・水 溶液」 の単元 が な

くな っ た。 した が っ て、 彼 らが 初 め て 出 会 う イ

オ ン は 「 マ イ ナ ス イ オ ン」。 し か も 「 イ オ ン 」

は 「エ ア コ ン」 か ら吹 き出 す と思 っ て い る … ）

・ 試験 で鉛 蓄電池 の利 用例 を書 かせ た。

「 自動 車 の エ ン ジ ン 、 ケ ー タ イ の 電 池 。」

（エ ンジ ンは電 池 で動 か んぞ。 そ れ に、君 の

ケ 一 夕 イ は 、 そ ん な に重 い の か あ ？）

化学 の知識 が、歪 んだ まま、生徒 の中 に沈殿

して い くの は 、 何 と して も防 が ね ば な ら な い 。

そ れには、化学 の裾 野 を広 げた り、知識・概念

と物 質 ・ 現 象 の橋 渡 しを した りす る こ とが必 要

だ と思 う。 自分 を育 て て くれ た 化 学 へ の恩 返 し

の つ も りで 、 こ こ数 年 、様 々 な取 り組 み を して

きた。各種 科学教室 やテ レビの科学番組 へ出演

した り、仲 間 と啓 蒙 書 を上 梓 した り・… ‥。 日本

化学会 の編集委員 や年会の審査委貞 も、積極 的

に 引 き受 け て きた 。 あ る大 学 の理 学 部 か らの 依

頼 で、大学 の先 生方 を相手 に 「高校 の理科 教育

の 現 状 」 を講 演 させ て頂 い た こ と もあ る 。

今年 か ら、某 出版社 の高校化学 の教 科書執筆

陣 に加 えて頂 い た。 教科 書 の世 界 は制 約 が 多

く、 自分 な りの 「化 学 観 」 を 出せ るか ど うか わ

か らないが 、恩 師 関根 吾郎 先 生 の教 え どお り
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「 ひ と 暴 れ 」 し て み よ う と 思 う 。

もち ろ ん、 日々 の 授 業 が 一 番 大 事 で あ る こ と

はい う ま で も な い 。 幸 い 、 化 学 科 も30 年 が 経

ち、 教 育 に 携 わ っ て い る O B 、O G の 方 も、 増

えて きた よ うだ 。 こ れ か らは 皆 さ ん方 と連 携 し

てい け た ら と思 う。 中 ・ 高 ・ 大 の 先 生 方 、 是

非、宜 し くお 願 い します 。

最 後 に な りま したが 、多 田先 生が今 年度 で引

退さ れ る との こ と。 先 生 は 、創 設 当初 よ り化 学

科を 育 て て こ られ 、 大 変 な ご苦 労 を さ れ た こ と

と存 じ ます 。 本 当 に、 あ りが と う ご ざ い ま した

。これ か ら も、 化 学 科 を暖 か く見 守 って 下 さい 。

（山手学 院中・ 高等学校教 諭）

再び振 動 スペ ク トル の

世界 に浸 って い ます

第5 期 松尾 徹

ふと気 が つ く と

も う4 7歳 。（卒 業 して も うす ぐ四 半 世 紀 。 当

時の伊藤 紘一先生 の歳 を とっ くに追 い越 して し

ま っ た 。 最 近 、 近 くが 見 え に くい 。 も う人 生 半

分以上過 ぎちゃった。今 じゃ、 しが ない単 身赴

任。 な どな ど） 中年男 の憂愁 の波が押 し寄 せ る

こ の 頃 あ り ま す 。

否。待 て ！ そ う、「波」 だ ！！ 最 近 の私 を

奮い 立 た せ て くれ る もの は 「波 」 で す 。 過 去 を

振り返 りな が ら、 最 近 の 「波 」 の 境 地 に至 る 過

程を書 か せ て も らい ます 。

学生 時代 （三 つ子 の魂 の誕 生）

伊藤研 を選 んだ のは、M olecu lar Spectrosco－

p y （伊藤先生）、配位子化学 （高橋先生）の授

業を受 けて、化合物 の構 造 を波 （スペ ク トル）

で美 し く説 明 で きる こ と に感 動 した こ とが原 因

のよう な気 が す る。研 究室 で は伊 藤先 生 の 口

癖、「むむ、 これはす ごい ！」。 実験 結果が思 い

通りに出なか った 時の先 生 のせ りふで、「事 実

は理 論 を越 え る」 とい う 自然 科 学 の 真 髄 を教 え

られ た。 こ れ ら は 198 0年 頃 の 話 だ け ど、 今 も私

のバ ック ボ ー ンで あ る 。

会社 で の 仕 事 （デ ー タマ イ ニ ン グ との 出 会

い）

こ こ で ポ ー ン と飛 ん で 19 96 年 。 ニ ュ ー ラ ル

ネ ッ ト ワ ー ク （N N ）（＊） に よ り プ ラ ン ト の 挙

動をモデル化す る仕事 に取 り組 んだ。 この仕事

でわ か っ た こ と は 、 次 の よ う な こ と 。

①詳細 にデー タを集 めて N N で 「多入力多 出

力 ＋非線 形性」 で帰 納す る と現 象の裏 に潜 む

法 則 が 見 事 に 浮 き彫 り に な る 。（一 般 的 に は

デ ー タマ イニ ン グ と も呼 ば れ る ）

②N N で 求 め た モ デ ル で 演 禅 的 に プ ラ ン トの

操作条件 を決 める と、現実 プラ ン トの最適化

が達 成 され る。（お金 に一元 化 した形 で結 果

が 出る。企 業 に とって はこれが 一番 大事。 あ

る い は 、社 内 報 告 に は そ の 方 向 で ま とめ る 。）

最近 の仕 事 （波へ の回帰）

N N の仕事 で デー タマ イニ ングの醍醐 味 を知

り、 プ ラ ン トの デ ー タ を い ろ い ろ コ ン ピ ュ ー タ

でハ ン ド リ ン グ す る う ち に 、 W av elet 変 換（＊＊）

のソ フ ト ウ ェ ア に 出 会 っ た 。

ソ フ トウ ェ ア と の 出 会 い も、 こ の 時代 に生 き

る者 の 幸 せ の 一 つ か も しれ ない 。 プ ラ ン トの ト

レ ン ドデ ー タ を こ の W a ve let 変 換 ソ フ トで 処 理

する と、 あ ら不 思 議 ？！。 とい う具 合 に周 波 数 の

パタ ー ン （時 間 分 解 ス ペ ク トル ） が 現 れ る。 か

たは しか らプ ラ ン トデ ー タ を W av elet 変 換 して

いく と、 お も し ろ い よ う に 固 有 の ス ペ ク トル が

現れ る。従 来、 プラ ン トの状態解析 は時間領域

にお け る トレ ン ドグ ラ フ で 行 っ て い た が 、 ス ペ

ク トル （W av elet 変換 ：時 間領域→ 時 間周 波数

領域）で デー タを眺 める と新 しい事実 が見 えて

く る 。

まと め （自画 自賛 ）

こ こ に きて よ うや く、大 学 の 時 に学 ん だ こ と

と現 在の仕事 が結 びつ いて きま した。化 合物 と

同じ よ う に 、 プ ラ ン トの デ ー タ に も美 しい 構 造

が潜 ん で お り、S p ectro scop ic な ア プ ロ ー チ で

見出 す こ と が 出 来 る よ う で す 。 P la nt  S i g n a l

S p ectro scop y （P S S S ； IE E E を 真 似 て 、 P ト リ

プル S 。 こ れ は私 の 作 っ た 造 語 ） とい う分 野 を

切り開 くパ イ オ ニ ア に な れ る の で は ？。。。 と 夢
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だけ は広 が る この 頃 な の で す 。 や は りこれ も、

「三つ子 の魂 」 とい うやつで、 四半 世紀前 に教

えて い た だ い た こ と （Sp e ctrosco py ） に 無 意 識

下で こ だ わ りなが らす ご して い る か らか も しれ

ませ ん。 とい う わ け で 、 しが な い 四 十 男 で は あ

ります が 、 最 近 は心 の 中 に さ さや か なが ら も希

望の 小 さ な 「波 」 を持 ち な が ら生 き て お り ま

す。

蛇足的説明

（＊） ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク （N N ）

「全 ての関数 は、 シグモイ ド関数 の重 ねで表

現で きる 」 とい う前 提 が あ り、 関 数 の入 出 力 を

このシ グモ イ ド関数の組 み合 わせ で表 す方法 を

ニュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク （N N ） と い う 。 数 学

的な概念 は古 くか ら存 在 した が、 19 8 6年、 R u －

m elh art に よ りこ の 関 係 の 係 数 を コ ン ピ ュ ー タ

によ り合 理 的 に導 き 出 す ア ル ゴ リズ ム （B ack

P ro p ag ation） が考 案 され た。そ れ以 降、N N を

実用 的 に使用 す るこ とが可能 になった。

（＊＊） w a v elet （小 波 ＝ さ ざ な み ）

フ ー リ エ 変 換 が 対 象 の 関 数 と サ イ ン彼 の

C on v o lu tion で 周波 数領 域 へ の変換 を行 うの に

対して、 ウ ェ ー ブ レ ッ ト変 換 で は 、 局 在 化 した

振動 （W av elet ：時 間 的 に局在 した小 さ な振

動＝ さ ざな み ） と対 象 関 数 との 処 理 を行 う。 時

間的 に 局 在 し た 振 動 と の C on v olu tio n の た め

に、 時 刻 毎 の 時 間分 解 ス ペ ク トル を求 め る こ と

が可能 に なる。 （三井化学勤 務）

「学 ぶ 」 こ とにつ い て

第 9期 芹 田 全 功

私 は現在 、会社 員 である と同時 に、某専 門学

校の 1年生 に在 籍 して い る。先 日は中 間試験 が

ありい わゆる試験勉強 に追 われ、今 も来週 の実

習レポ ー トの作 成 中であ る。

私 は 1987年 に伊藤 紘 一研 で修 士 課程 を修 了

し、 その年 に三 菱化 成工 業 （株 ）（現在 の三 菱

化学 （株））へ 入社 した。最 初 の勤務 地 は、黒

崎事業所 （北九州市八幡西区）で、その後、横

浜総合研究所 （横浜市青葉区）、本社 （東京都

千代 田 区、現 在 本社 は港 区 に移 転） と転 勤 し

た。 そ の 間 の職 務 は 、 研 究 職 とい う よ り もメ ー

カー の 技 術 ス タ ッ フ と して 、 農 業 資 材 の 一 つ で

ある肥料 に係 わ って きた。黒崎時代 は工場 で生

産され る肥料 の製 造技 術 の 開発 や 品質 改善 検

討、横 浜時代 は新 しい肥料 の開発、 そ して本社

時代 は営業 サイ ドと連携 し顧 客へ の技術 サ ポー

トを行 っ て きた 。 学 生 時 代 は ラマ ン分 光 を少 し

だけか じっ た の だ が 、 社 会 人 と な っ て か ら は主

と して無機化 学の世界 で且 つ農学分野 との関連

が強 く、最 初の頃 はだいぶ戸 惑い を感 じてい た

が、工場 一研 究所 一本社 と様 々 な職場 で企業 人

と して多 くの 貴 重 な経 験 をす る こ とが 出 来 た 。

そして、会社 の経営方針 で肥料分 野が関連会社

化され る こ と に伴 い 、 20 0 1年 に私 は 自 ら志 願 し

同 じ関連 会社で ある （株 ）三菱化 学 ピーシーエ

ル （M B C ） に出向 した。M B C は臨床 検査 会社

であ り、病院等 か ら依 頼 を受 けた血液や尿 な ど

の検体検査 及 び製薬 メーカーの医薬品 開発 を分

析面 か らサ ポ ー トす る 治 験 事 業 を主 と し て い

る 。 職 務 は分 析 ・ 測 定 が 主 体 と な る こ とか ら、

ある意味で は学 生時代 に少 し近 くなったのか も

しれ ないが 、対 象が工業製 品か らヒ トの検体 と

な り、 さ らに 医 療 と直 結 して い る分 野 で あ るの

で、私 としては まった くの別世界 に飛 び込 んだ

形 と な っ た 。

この ような中、会社 か らの推薦 で臨床検査技

師 と しての国家資格 を取得 すべ く、今年 4 月か

ら臨床検査技 師養成 の専 門学校 に籍 を置 くこ と

となった。専門学校 の同級生 は、高校 卒業後 に

入学 した18～ 19歳 が多 く、他 に 4 年制の大学 を

卒業 して きた者、学校 卒業後数年 間社会人 を経

験 した者 な ど もい るが、私 が 最 年長 で あ る。

（ちなみ に約65％が女子。）

社 会 人 に な る と 目前 に あ る 日常 業 務 に 追 わ

れ、授 業・ 講義 とい う形 で先 人たちの業績 や知

識 を じ っ く り学 ぶ とい う機 会 は 少 なか っ た の で

新鮮 であ る。専 門学校で の授 業は 3 年後 の国家

試 験 合 格 を 目標 と した カ リキ ュ ラ ムで あ り、 大

学進学の ための予備校 に似 てい る。つ ま り資格

取 得の ために必 要 な知識 をひたす ら「記憶 （暗

記）」 す る こ とが主体 の勉 強 であ る。 そ の範囲
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は実 に広 く、解剖 学、生理 学 とい った基礎 か ら

専門の臨床 化学 、臨床免疫学 や微 生物学等 、 さ

らには精 度管理 の為の統計 学、安全管理 のため

の危険物 取扱や高 圧 ガス取扱 の初歩 まで勉 強 し

な け れ ば な ら な い 。 私 は久 々 に学 生 に戻 っ た わ

けで あ る が 、 今 更 なが ら 「学 ぶ」 と は ど うい う

こ と な の か 考 え させ られ て し ま った 。 学 ぶ こ と

はまず 「知 る 」 こ と か ら始 ま る 。 そ して 「知

る」方法 と して授業・ 講義 の形式 も非常 に大 事

である ことを再認識 した。独学 で書物 を紐解 く

こ と よ りも、 そ の 道 ・分 野 に精 通 し た方 々 か ら

授業・講義 とい う形 で、 目で （教 科書や資料 を

読ん で ）、 耳 で （話 を聞 き）、 さ ら に手 を動 か し

て（ノ ー トや レポ ー トに 書 い て） 知 識 を吸 収 す

ることが、 いか に有意義 でかつ効率 的で ある こ

とか 。 しか し単 な る知 識 の 詰 め 込 み で は、 な か

なかそれが 身につか ない。 なぜ か。そ こには感

動が な い か らだ と私 は思 う。 た とえ ば 今 受 け て

いる専 門学校 の授 業 では一つの発見 や法則 の裏

にあ る 背 景 や 思 想 を 学 ぶ こ と は 少 な い の で あ

る。（広 範 囲 の教 科 を限 られ た時 間内で履 修 し

なけれ ばな らない事情 があ るので、致 し方 ない

ので は あ る が 。） こ の よ う に考 え て み る と、 大

学での特 に研究室 配属後 の研 究 を中心 と した勉

強とい うの は 、 自分 で 感 動 を探 し、 見 つ け て い

くこ とで は な い か と思 う。 そ して 学 ぶ 際 に は、

学ぶ 側 に主 体 が あ る こ とを忘 れ て は い け ない こ

とも再 認 識 した 。 与 え ら れ た又 は 自 ら得 た 情 報

をどの よ う に処 理 す るか を決 定 す る の は 、 結 局

は自分 自身 な の で あ る。 自分 と して は この よ う

な基 本 的 な こ と を大 学 時 代 に気 づ き、 も っ と学

ぶべ きで あ っ た と反 省 し き りで あ る。

残 りの学 生 生 活 2 年 半 、 い まや 衰 え て し ま っ

た自分 の記憶 力 （正確 には暗記 力か） との闘い

であ る が 、 少 しで も 「学 ぶ 」 楽 しさ を も う一 度

身に付 け られ た ら と思 っ て い る 。

（三菱化学 ピー シーエル （M B C ）勤務 ）

機能性量子材料科学への誘い

第15期 阿部 二朗

私 は12年前 の1991年 3 月 に博士後期 課程 を修

了して工 学博 士 の学位 を頂 きま した。大学 院時

代には高橋博 彰先生 の研 究室 に所属 して、 時間

分解共 鳴 ラマ ン分光法 （懐か しいな～） と分子

軌道計算 を用 い て励起分 子種 の分子構 造 につい

て研 究 を行 ってい ま した。幸 い、大 学院修 了後

に成 挨 大 学 工 学 部 に助 手 の ポス トを得 る こ とが

でき、 そ こで 1 年 間 ピ コ秒 色 素 レー ザ ー を使 っ

て分 光 の 実 験 を 続 け る こ とが で き ま した 。 翌

年、東京工芸 大学工学部 に専任講 師 と して着任

して 、 そ こで 8 年 間過 ご す こ と に な りま した。

ここで の 8 年 間 は私 の教 育研 究生括 で非常 に有

意義 な も の と な り ま し た 。

まず 講 義 を担 当 す る こ と に な り、 講 義 準 備 の

ため に幅 広 い勉 強 をす る こ と に な りま した 。 私

に与 え られ た講義 は学部 3 年生 対 象 の 「光 物

性」 と 4 年生対 象の 「半導体 化学」 で したが、

量子化 学 とい う難解 な内容 を学部生 に一か ら教

えな くて は な らな い 状 況 に な り大 変 苦 労 し ま し

た。その当時 は、大学 院を出たばか りの青二才

です か ら、 他 人 に教 え る こ とが で きる ほ ど量 子

力学 を理 解 して い る と い う状 況 か ら は程 遠 く、

教科 書 を読 み 返 す た び に、「あ あ ～、 そ う い う

ことだ った んだ ！」 と、量子力 学の理論体系 に

関心 した もの で した 。 当 時 の講 義 ノ ー ト （そ の

時の 学 生 の ノ ー ト を コ ピ ー さ せ て も ら っ た も

の） を読 み 返 す と、 まだ ま だ不 十 分 な構 成 だ と

恥ず か し くな りま す 。 この 時 に は 幅 広 い 内容 を

理解 す る こ と を学 生 に要 求 して い ま したが 、 そ

の後 、 徐 々 に内 容 を絞 っ て い く こ と に な り ま し

た。 ま た 「半 導 体 化 学 」 の 講 義 で は 、 トラ ンジ

スタの作 動原理 、p －n 接 合、F ET 素 子 な どのエ

レク トロニ クス技術 か ら、導電性 高分子や有機

半導体 、分子 性導体 な どの分子 エ レク トロニ ク

ス材 料 の勉 強 をせ ざ る を得 な い状 況 に な りま し

た。そ れ まで は学部 時代 か ら大学 院修 了 まで、

いわ ゆる コテ コテの基礎 分野 である分子分光学

の世界 に身 を委 ね てい た者 と して は、「材 料科

学」 は 初 め て 接 す る 異 分 野 で 、 生 き生 き と し

た、 と て も輝 い た もの に見 え ま した 。振 り返 っ

てみ る と、 こ の 講 義 を担 当 し た こ と が 、 私 を

「機 能性分子材料 の科学」 へ誘 う きっかけ とな

りま し た。（工 芸 大 学 に感 謝 、 感 謝 ！） そ し て

当時、相模 中央化 学研究所 で研 究 を行 ってい た
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一年後輩 （高宮研 O B ）の根本修克君 （現・ 日

本大学工学部助教授）に誘われて高分子学会に

参加 して、 ます ます材料科 学の面 白 さを肌 に感

じる こ と に な り ま した。 そ して 日本 写 真 学 会 、

日本 液晶学会 と材料 関係 の学会 に参 加す る機 会

が増 え て き ま した。

一方 、研 究 に関 して は有機非 線形光学材料 、

フ ォ ト ク ロ ミ ッ ク 材 料 へ と展 開 し て き ま し た 。

な に し ろ 材 料 に 関 し て は 全 くの 素 人 で した か

ら、大量の論文 と実験書 を読み漁 って、ゼ ロか

ら研 究 を立 ち 上 げ る こ と に な りま した が 、 今 思

え ば、 この 時 が一 番 充実 して い て楽 しい時期

だ っ た か と思 い ま す 。 大 学 で の 雑 用 が あ ま り

回 っ て こな い 3 0歳 前 半 か ら3 7歳 く らい まで の 期

間 は 、 自 ら実 験 を行 う時 間 が 持 て る とい う意 味

で は重要 な時 間だ った と思い ます。有機 非線形

光 学材 料 に関す る研究 では根本君 、化 学科 1 期

生の長瀬裕先輩 （当時、相模中央化学研究所で

根本君の上司、現・東海大学工学部教授） との

共 同研究 で短 い期 間 に20報以 上の論文 を出 しま

した 。 これ は 自分 に と っ て 、 と て も大 き な財 産

とな りま した。後輩 の河野 正規君 （松 本研OB 、

現・ 東京大学 大学院工学研 究科講 師） との共 同

研 究 で 、 光 解 離 型 フ ォ トク ロ ミ ッ ク分 子 で あ る

ヘ キサ ア リー ル ビ ス イ ミダ ゾ ー ル の 単 結 晶 中 に

生成 した光誘起 ラジ カル対 の構 造 を世界 に先駆

け て 明 らか に した の もこ の 時 期 で した 。 20 00年

4 月 に東京都立 大学 に異動 してか らは、分子磁

性材 料の分野 に も触手 を伸 ば して、今 日まで光

とス ピ ン が絡 ん だ研 究 を続 け て い ます 。 ま た こ

の 時 にFE T素 子 に つ い て も手 を つ け ま した が 、

それが今展 開 してい る電荷移動 型 2 成分 液晶系

の 電子 光 学 特性 の研 究 につ なが って い ます。

（フ タ ロ シ ア ニ ン 系 の よ う な デ ィ ス コ テ ィ ツ ク

液 晶 で は な く、 ス メ ク テ ィ ツク液 晶 の 分 子 間 電

荷 移 動 吸 収 帯 を光 励 起 す る こ とに よ っ て キ ャ リ

ア を発 生 して トラ ッ プす る こ とが で き、短 絡 電

流 を測 定 す る こ とで トラ ップ され た電 荷 を読 み

取 る こ とが で きる ！）

2003年 4 月か らは青 山学院大学理 工学部化学

科 （や っ と、 化 学 科 に戻 っ て き ま した ！） に 着

任し て研 究 室 を構 え る こ とに な りま した ○
、つ一 っ■

」」
でも 「量 子 化 学 I 」 と 「量 子 化 学 Ⅱ」、 さ ら

に、大学 院科 目と して 「量 子化学特論」 を担 当

して い ま す が 、 最 近 に な っ てや っ と ま と も な量

子化 学 の 講 義 が で きる よ う に な っ て きた か な ？

と思 っ て い ます 。 また研 究 に お い て も よ うや く

量子 化 学 を操 れ る よ う に な っ て きた と感 じて い

ます。研 究室 で も実験結果 を解釈す るの に大学

院生が波動 関数 を使 って議 論 しているの を見 る

と、 思 わ ず 心 の 中 で 「お お ～ ！す ご い じ ゃ

ん ～ ！」 と叫 び た くな ります 。 学 部 時 代 に は応

用化学 科の宮崎智雄 先生の研究 室で量子化 学 を

勉強 して い ま した が 、 自分 に は 難 解 す ぎて 向 か

ないか な、 と思 ってい ま した。高橋先 生の研 究

室で も道具 として分子軌道計 算 を使 ってい ま し

たが、 回 りの量子化学研 究室の先輩 方 を見 てい

る と難 しい 理 論 や 式 を 自在 に操 っ て い る姿 を見

て、 ます ます 自分 は この世界 では勝 負で きか －

な～ と感 じてい ました。量子化 学、分子分 光学

の 王 道 を歩 ん で い る方 か ら見 る と、 私 の よ う な

立場 は半端者 と映 るで しょうが、機 能性材料 の

分子設計 を行 う上で量子論 的 な考 え に基づ いて

分 子 を 眺 め る こ とが で き る よ うな 学 生 を一 人 で

も多 く輩 出 した い と願 っ て い ま す 。 ま た若 い 諸

君 には 自分 の能力 を十分見極 め る力 を付 けて、

自分 の能力が最 大限 に発揮 で きる分野 を開拓 し

て い っ て も ら い た い と 強 く望 み ま す 。 さ ら に 、

専 門分野 に固執 しないで、積極 的に新 しいサ イ

エ ンス を絶 えず 吸 収 して い く姿 勢 を持 ち続 け る

こ と を期 待 します 。

最後 に、私 を教 育研 究 の世界 にお導 き頂 きま

した 故・ 宮 崎 智 雄 先 生 の ご冥福 を心 よ りお祈 り

申 し上 げ ま す 。

（青山学院大学理工学部化学科助教授）

近況報告

第16期 松 尾 亜 弓 （旧姓 押野）

私 は、19 92年、第 16期 生 と して化 学科 に入学

し、 4 年間の在学期 間 を経 て、その後、技術職

貞と して 早 稲 田大 学 に就 職 し ま した 。 一 昨 年 、

恩師、高宮先生 か ら「化学科創 立30周年記念行

事の実行委貞 会 を発足す るので事務 的な業務 を

や ってほ しい」 とのお話 があ り、記念誌 の編集
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や式典 の準備 な どのお手伝 いを させてい ただ き

ました。委員 会で は、高宮先生 、高橋 先生 、多

田先 生 の絶 妙 なや り と りの 中 で 、創 設 時 の ご苦

労話 な ど を聞 くこ とが で き、 また 、 お 名 前 しか

存じな か っ た 大 先 輩 の 方 々 とお話 で きる機 会 も

あり、 大 変 貴 重 な 経 験 を させ て い た だ き ま し

た。 恐 ら く4 0周 年 を迎 え る 頃 に は 、 創 設 時 よ り

いら した先 生 方 は 退 官 さ れ て い る こ と と思 い ま

すので 、その意味 で も今 回の30周年 は化学 科 に

と っ て 大 き な意 義 が あ りま し た。 化 学 科 O B と

して、学科設立 の趣 意 を引継 ぎつつ新 た に発 展

して い く化 学 科 を陰 なが ら支 え て い きた い と思

います。残念 な ことに記念式典 の 日が私 の第 2

子出産 予 定 日 と重 な り、 直 前 に な っ て 関係 者 の

方々 に は 大 変 ご迷 惑 をお か け い た しま した 。 こ

の場 を借 りて お 詫 び 申 し上 げ ます 。

さて、近況報告 との こ とですが、現在 は育児

休暇 中 で 大 学 との接 点 は あ りませ ん。 子 育 て も

2 人 目 と もな る と楽 に、 と言 い た い所 で す が 、

先月 （1 1月 ）、 大 変 な 1 ケ 月 間 を 過 ご し ま し

た。 生後 6 ケ月 に満 た ない娘 が、敗血 症 か ら細

菌性 髄膜炎 を合併 したのです。命 は助 か って も

後遺 症 が遣 る可 能性 の あ る重篤 な病 気 です 。

「髄 液が 白濁 してい る」「輸血 が必 要 にな るか

も知 れ ない」次 々 に宣告 され る先生 の言葉 に胸

が潰 れ そ う に な りま した 。 パ ニ ック で麻 痔 した

感覚 が 感 じ とる 、 あ の ど う に も言 い よ う の な い

つらい 感 覚 は 、 も う二 度 と味 わ い た くあ りませ

ん 。 幸 運 に も娘 は後 遺 症 も な く、私 達 の も と に

笑顔 で 戻 っ て き て くれ ま した。 と、 同 時 に 、私

の な か で 、 あ る変 化 が 起 こ りま した 。 こ れ まで

の在職12年間は、化学分析関連の研究・教育支

援を行 う傍 ら、環境計 量士、臭気 判定士、公 害

防止管理者等 の国家資 格取得 の機 会 を与 えてい

た だ き、 ま た 、 少 額 で す が 職 員 に も 申請 で き る

科研 費 粋 が あ り、 酸 素 セ ンサ ー を開 発 して ま も

な く商 品化 され る予 定です。稲化 会報 に寄稿 さ

れ てい る O B の方 々の業績 に は当然足 元 に も及

び ませ ん が 、 こ れ ま で 自分 な り に成 果 を 出 しつ

つ 楽 しみ なが ら仕 事 を して き ま した 。 4 年 前 に

長男が生 まれ てか らは、職場 に も家族 に も負 荷

をか け て い る こ とは承 知 で した が 、 子 育 て を理

由 に仕 事 をや め る とい う選 択 肢 は あ り得 ませ ん

でした 。 しか し、 娘 の 大 病 を き っ か け に、 仕 事

を続 け る こ とに対 して 自信 が な くな り ま した。

「子 供 に も職 場 に も多 大 な負 担 を か け 、 しか も

自分 に しか で き ない 仕 事 な ら と もか く、 誰 に で

も、 い や 、私 な ど よ り余 程 効 率 よ く仕 事 をす る

人が い く らで もい る の だ。」 との 思 い に駆 ら れ

るよ う に な り ま し た 。

定員 の増 加 に伴 って、化 学科 の女子 学生 の数

も増 え ま した が 、 そ もそ も化 学 科 、 果 て は理 工

学部 の女子 学生 に求 め られてい る行 き方 とは何

でし ょ うか 。 女 性 で も当 然 の よ うに 大 学 院 に進

学す る時代 。性差 な く、産官学界 での活躍 を女

性も求 め られ て い ます 。 そ の一 方 で 、 ど ん な に

法律 や企 業の福利厚 生が充実 して きた といって

も、子供 は母親が育 て るのが一番 、 とい う動 か

せない事 実が存在 す るのです 。女性が幾多 の困

難を乗 り越 え て 仕 事 を続 け て い くた め に は 、

「私 は 、 この 仕 事 が した い の だ 」 と い う強 い 信

念が 必 要 で す。 そ う思 わ せ る仕 事 との 出 会

しヽ それ は、 い か に 大 学 が、 先 生 が、O B

が、学生達 をそれぞれ に相応 しい道へ と導 くか

にかか ってい ます。化学科 も創 立 30周年 を迎 え

たの で す か ら O B 組 織 も よ り一 層 強 力 な もの に

し、後 に続 く現 役 学 生 を支 え て い きた い と思 い

ます 。

娘 が 以 前 の よ うに 元 気 に な る に つ れ 、「 この

まま仕 事 を や め た くな い」 とい う思 い が 日 に 日

に強 く な っ て き ま した。 子 育 て も仕 事 も完 堂 に

こな す こ と は難 し い で す が 、 子 育 て の 制 限 が

あって も必 要 と さ れ る人 間 に な る た め 、 日 々努

力を惜 しま ず 、 頑 張 っ て い き た い と思 い ま す。

（早稲 田大学理 工学部 ケ ミカル部 門化 学分析実

験室勤務）

「霧深 き千葉 の夜」

第24期 伊藤 邦孝

今夜 は会 社 の忘 年 会 で した。 修士 過 程 を出

て、入社 か ら早 2 年 、 こんな自分 に も稲化会便

りの 記 事 を書 く機 会 が 巡 っ て ま い りま した。

私 の住 んでい るあた りは、東京 湾 に程近 い丘

陵とい う地形のせ いか、冬場 には しば しば濃 い
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霧が夜 を覆 い尽 くします 。その一事 で、見慣 れ

た住 宅 地 も、 ま っ す ぐ に 伸 び た 鴨 川 道 路 さ え

も、 ミス テ リ アス な風 景 に変 貌 す る の だ か ら不

思議 な もの で す 。 今 も窓 の 外 は 、 ロ ン ドン もか

くや とい う 白い 霧 に 覆 わ れ て い ます 。

さ て 、私 が 勤 め て お ります の は 「東 レ・ ダ ウ

コ ー ニ ン グ・ シ リ コー ン」 とい う会 社 で す 。 そ

の名 の 通 り、 シ リ コ ー ン諸 製 品 の メ ー カ ー で 、

化学 系 の方 に会社 を紹 介す る時 、「実 験室 にあ

る シ リ コ ー ング リ ー ス」 を例 に あ げ る と、 大 体

の 方 が 「 あ あ ！」 と、 この 会 社 を思 い 出 して 下

さ る で し ょ う 。

しか し、 そ の 実 、我 が 社 の シ リ コー ン製 品 は

実 験 室 に止 ま らず 、 あ な た の 身 の 回 りに あ る

様々な製 品‥…・紙 、 自動車 、 ビル、衣類 、パ ソ

コ ン、 携 帯 電 話、 洗 剤、 シ ャ ン プ ー、 化 粧

品 … … と い っ た あ ら ゆ る 生 活 の 箇 所 に 入 り込

み 、 す っか りそ こ に溶 け込 ん で い る の で す 。 某

た ○ ぱ ん だ の よ う に 、「気 が 付 く と、 そ ば に い

る」 とい っ た と こ ろ で し ょ うか 。 そ ん な不 思 議

な存 在 感 が 、 シ リ コ ー ンの 何 よ りの 魅 力 か も し

れ ませ ん 。

私 自 身 は シ リ コ ー ン・ エ マ ル シ ョン の研 究 開

発 に携 わってい ます。本来 、水 に溶 けない シリ

コ ー ンガ ム ヤ シ リ コー ン オ イ ル を、 機 械 力 や 界

面活性剤 を用 いて乳化す る ことで安定 なエマ ル

シ ョ ン製 品 を作 る の が 主 な仕 事 で す 。 これ らの

シ リ コー ン ・ エ マ ル シ ョ ン は、 繊 維 処 理 や 金 型

か ら の 離 型 剤 な ど の 工 業 用 途 向 け と、 シ ャ ン

プ ー や コ ンデ ィ シ ョナ ー な ど に 配 合 され る化 粧

品用途 向け に大別 され、いず れ も日常生活 に欠

く事の 出来ない素材 の一つ として皆様 のお役 に

立 っ て い ます 。

入 社 当 時 は 「エ マ ル シ ョ ン」 とい う もの 自体

に不馴 れで、右 も左 も分 か らない 中での仕事 は

じめで したが 、先輩方 の御 指導の下 、何 とか仕

事 を進 め て きま した。特 に、「乳化」 は在 学 中

に勉 強 して来た分野 とは全 く違 う経験 ／技術 を

要求 され る手 法 で あ りなが ら、応 用分 野 も広

く、 そ の奥 の 深 さ や有 用 性 に は 驚 か さ れ る ば か

り 。

入社 二年 目で 、 まだ まだ独創 的 な新製 品の 開

発 に は至 ってい ませ んが、「今 にみ てい ろ ！」

の心意気 で、研究 開発 と勉強 に取 り組 む毎 日で

す。

そん な今 の 自分 を支 えているのが、化学 科で

の日々、 そ して松本 研 で 過 ご した研 究生 括 で

す。

一 貫 性 もな い ま ま 、表 面 的 な知 識 を求 め る よ

う に過 ご して しま っ た の で は… … と反省 す る こ

と も多 い学生生活 で したが、 そんな 自分が学 び

え た最 大 の もの は結 局、「化 学 の基 礎」 で し

た。研 究 生括 で も、松本 先生 は しば しば、「化

学の イ ロハ 」 とお っ しゃ っ て （そ れ は しば しば

お叱 りだ ったの ですが ）、 学部 レベ ルの基礎 的

素養の大切 さを説い てお られ ま したが、化学の

基 礎 を 多 少 な り と も身 に つ け て い た こ とが 、

今 、 ま っ た くの 異 分 野 に 身 を置 く 自分 の 柱 と し

て 、 最 大 の 強 み に な っ て い る と思 い ます 。

化 学 の面 白 さ は 、 同 時 に、 日常 の さ さ い な 出

来 事 も、 大 き な事 件 も ナ ノ テ ク も、 全 て を 「化

学 」 の 目で 捉 え 、 そ の 展 望 を切 り拓 い て ゆ け る

強 さ。今後 も、化 学の基礎 を忘れ る事 な く、大

地 に根 を張 っ た 巨 木 の よ うに 、 しっ か りと物 事

の本 質 を捉 えて勉 強 を続 け、 これ か らの人生 の

花 を咲 か せ て ゆ こ う と思 っ て い ます 。

さ て 、 窓 の外 、 よ うや く霧 も晴 れ ま した。

見上 げる夜 空で、冬 のオ リオ ン座 が坦 々 と輝 い

てい ます 。

（東 レ・ ダ ウ コー ニ ン グ ・ シ リ コ ー ン勤 務 ）

海外 便 り

ロン ドン ビ ジ ネ ス ス ク ー ル で の 生 活

第 9 期 大矢 淳子

み な さ ま お元 気 で ご活 躍 の こ と とお 慶 び 申 し

上げ ます 。 私 は 、 現 在 、 ロ ン ドン にて 18年 ぶ り

の学 生 生活 を送 ってい ます。勉 強 嫌 いで 有 名

だっ た （ ？） 私 が 、 ど う した わ けか 、 20 0 3年 9

月か ら ロ ン ド ン ビ ジ ネ ス ス ク ー ル の ス ロ ー ン マ

スタ ー ズ とい う コ ー ス で 学 んで い ま す 。
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こ の プ ロ グ ラ ム は 、 M a ster of Sciencein

M an age m e nt を授 与 す る コ ー ス で 、当 校 、M IT 、

スタ ン フ ォー ドの 3 校 で の み 開 設 さ れ て い ま

す。10年以上 の ビジネス経験 者 を対象 とす るユ

ニー ク な プ ロ グ ラ ム で す 。 私 の ク ラ ス は 、 2 3 カ

国か ら来 た6 5人か らな り、平均年齢 は 38歳。世

界各 国か ら来 た、幅広 い分 野の様 々な職種 のク

ラス メ ー ト と と も に 、 会 計 や フ ァ イ ナ ン ス 、 ス

トラテ ジ ー 、経 営 経 済 学 な ど を学 ん で い ます 。

1 学 期 は 、 ほ ぼ毎 日 2 コマ の授 業 が あ り ま し

た。午前 の授 業 は 9 時15分か ら12時30分、午後

は2 時 15分 か ら17時 30分。 事前 に配布 され る

コ ース バ イ ン ダ ー の指 示 に基 づ き予 習 を しな け

ればな らないのです が、読 む速度 が遅 い私 は な

かなか完壁 には予習 がで きませ んで した。授 業

は講義が 中心です が、経験豊 かな生徒 たちの厳

しい要求 に応 えるため に、各教授 と も講義 の仕

方や使用 す る教材 に様 々 な工夫 を凝 らしてい ま

す。 い わ ゆ る ケ ー ス ス タ デ ィ も多 く用 い られ て

います が （「ホ ン ダ」 の 事 例 も取 り上 げ られ ま

した）、例 え ば、 人材・ 組織 管理 の授 業 で は、

映画 「12人 の怒 れ る男」 を事 前 に見 て、そ こで

使わ れ て い る交 渉 の テ ク ニ ッ ク を議 論 した り し

ま し た 。

鮎

授業風景

1 学 期 を終 え、「多 様 性」 が い か に重 要 で

あった か を痛 感 しま した 。 まず 、 ク ラス メ ー ト

から学べ る点です。例 えば、 ケースで取 り上 げ

た企業 に勤 めてい た人が内部 か らの視 点で実態

を説 明 して くれ た り、 元 パ イ ロ ッ トが 航 空 業 界

につ い て、 元 軍人 が 軍 隊 の人材 管 理 につ い て

語っ て くれ た り し ます 。 学 校 が多 様 性 を強 調 す

るの は 、 この よ うな理 由 か らだ と思 い ます 。 当

初は、彼 らの発言 が よ くわか らず、色 々な国の

なま りの あ る英 語 が 理 解 で きな い た め だ と途 方

にくれ た の で す が 、 よ くよ く聞 い て み る と、 必

ずし も全 て が テ ー マ に沿 っ た発 言 を して い る訳

二半
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では な い こ とが わ か り、 少 々 安 心 した りも しま

した 。 しか し、 自分 の 知 識 や 経 験 を ク ラス と共

有化 し よ う と い う意 欲 は 評 価 で き る し、 私 も

もっ と貢 献 しか ナれ ば な らな い と思 って い ます 。

グルー プワー クも多様性 を学ぶ 良い機会 で し

た。私 の コ ー ス で は、 リー ダ ー シ ップ を養 うた

め、 5 ～ 6 人 の グル ープで様 々な課題 に取 り組

むこ とが 要 求 され ます 。 私 の グ ル ー プ は、 イ ギ

リス 人 2 人 とパ キ ス タ ン人 、 中 国 人 と私 の 5 人

でした。「健 全」 と診 断 され た グルー プだ った

のですが、 それで も、作 業の進 め方 などで、パ

キス タ ン人 と中 国 人 の衝 突 が 数 回 あ り、 カ ル

チャー シ ョ ッ ク を受 け ま し た。 12 グル ー プ 中 の

3 つ く ら い は 崩 壊 の 危 機 に あ っ た と い う話 で

す。 や は りカ ル チ ャ ー ギ ャ ップ が原 因 とな っ て

いた よ う で す 。 日本 人 だ けの 環 境 で 仕 事 を して

いた私 に とって は、刺 激的で したが良 い経験 に

なり ま し た 。

更 に、多 様 性 は、 様 々 な交 流 や 遊 び を通 じ

て、 文 化 に対 す る知 識 を深 め て くれ ま した 。 ラ

マダ ンが 近 づ く と、 トル コ系 の 学 生 が メ ー ル で

情報 を 流 し て く れ た り、 花 火 を 行 う 「ガ イ

フ ォ ー ク ス デ ー 」 と い う 日 の 由 来 を イ ギ リ ス 人

が教 え て くれ た り し ます 。 ま た 、 ク ラ ス に は

「social re p」 とい わ れ る委 員 が い て 、 様 々 な

イベ ン トを企 画 して くれ ま す 。 学 校 の裏 にあ る

リ ー ジ ュ ン ツ ・ パ ー ク で の ピ ク ニ ッ ク 、 ス ク ー

ルデ ィス コ （学 生 の 制 服 の よ う な格 好 を して 行

くデ ィ ス コ）、 花 火 鑑 賞 な ど の イ ベ ン トに 加

え、金 曜 日の夜 には必ず とい っていいほ ど誰 か

の家 で パ ー テ ィが 開 か れ ます 。 パ ー テ ィ とい っ

て も、飲 み 物 を持 参 し、 延 々 立 ち話 を す る とい

う もの で す が 、 リ ラ ック ス した 雰 囲気 の 中で 話

すこ と は 、 ク ラ ス メ ー トの 人 と な り や 背 景 と な

る文 化 を知 る に は と て も良 い 機 会 で す 。 私 の イ

ベン ト出 席 率 の 高 さ は 、 ク ラス メ ー トが 認 め る

と こ ろ と な っ て い ま す 。

8 7 歳 の ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ は 「I am  s t i l l

l earn in g．」 と言 っ た と伝 え られ て い ま す 。 こ の

年齢 には遠 く及び もしませ んが 、彼 の精神 を見

習って、 現在 の環 境 の 中で食 欲 に学 び たい と

思っ て お り ます 。

2 0 04年 が 皆 様 に とっ て 幸 多 い年 と な りま す よ

うロ ン ド ン よ り お 祈 り 申 し上 げ ま す 。

（資生堂勤務）

研究 室 便 り

石原研究室

我 らが 石原 浩 二研 究 室 は無 機化 学 の研 究 室

で、教授 1 人、ボス ドク 1 人、修士 2 年 2 人、

修士 1 年 3 人、学部 4 年 7 人、 たま 3 匹 （2003

年12月現在 ）か らなる賑 やか な研究室 であ る。

我々 は、速度論 を駆使 し、様 々 なボロ ン酸、 白

金錯 体 の反 応 の 機 構 を 明 らか にす る こ と を 目 的

に 日々 研 究 に 勤 しん で い る 。 で は 、 速 度 論 とは

何か ？そ の答 え は石 原 研 にあ る ！

最 近 一 番 の N ew s とい え ば、研 究 室 が広 く

な っ た こ とで あ ろ う。 お か げ で 実 験 ス ペ ー ス も

広くな り、 実 験 環 境 が ます ます 向上 し、 更 な る

成果 が 期 待 で き る可 能性 が あ る とい え な く もな

い気がす る。

最 近 二 番 目の N ew s とい え ば 、 数 年 ぶ りに 女

性（？） が 入 っ て きた こ とで あ る 。 しか も 2 名

もで あ る ！これ に よ り、研 究 室 に新 しい 風 が 吹

き、 み ん な の や る気 が 向 上 す る と思 い きや 、 向

上した の は 摂 取 カ ロ リー だ け で あ る。

実 は一番 の N ew s とい うのは、石原研 史上初

のボ ス ドク が や っ て き た こ と で あ る 。 顔 は童

顔、 しか しヘ ビ ー ス モ ー カ ー で 、 そ の ギ ャ ップ

には さすが の浩二氏 もお手上 げであ る。彼 のお

かげで、石原研全体 の偏差値 が 3 上が ったこ と

は 間 違 い な い ！

我 らが教授 こ と、石原浩二先生 は確 か に口数

は多 くない 。 そ の くせ 、 口 に す る こ と とい え ば

「ふ う～ 、 … や れ や れ 」 で あ る 。 A さ んが しつ

こ く先 生 の プ ラ イ ベ ー トにつ い て 質 問 して い る

が 、 先 生 は い つ も頑 な に 口 を 閉 ざ して い る。 そ

のため、 とにか く謎が多 い人物 であ る。速度論

を ほ ぼ マ ス タ ー して い る M 2 の 先 輩 方 で も先 生

に つ い て知 っ て い る こ とは少 な い 。 さ あ 君 も浩

ニ ワ ー ル ドに 来 て み な い か い ？
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お ふ ざ け は この へ ん に して 、 こ こ か ら真 剣 に

書こ う と思 う。 … … が 、 紙 面 も 時 間 も な い た

め、今 回 は見 送 る こ とに す る 。

伊藤研究室

我 々伊藤研 は、伊藤紘 一先生 の御指 導の もと

修士 7 名、学 部 7 名 、研 究員 2 名 の計 17名 とい

う、過去最大 の規模 で 日々研 究 と勉 学 に励 んで

います。今年 の研 究室 の構成 は、研 究 テーマ を

4 つ に大 き く分 けて、IR 系 （赤外 分 光 法）・

S F G 系 （和周波発生分光法）・U H V 系 （超高真

空下 で の赤外分 光法 ）・ ラマ ン系 （ラマ ン分 光

法） と して 活 動 を して い ます 。 系 ご とに用 い る

装置や手法 、 また対象 とす る系・ 試料 は違 い ま

すが、全体 と しては、表面・界 面で の有機 分子

の特異 的な挙動 を、振 動分光学 の視点 か ら解 明

する、 とい う事 に帰 着 します 。

研究以外 の紹介 をします と、伊藤研 の 1 年 間

は新 4 年 生 歓迎 会 で あ る春 の ビ アバ ーテ ィー

（伊 藤 先 生 宅 ） か らス タ ー トし ます 。 こ こで は

先生 の 隠 れ た音 楽 の 才 能 ？（ リ コ ー ダ ー ） と奥

さん の 料 理 の腕 に驚 か さ れ ます 。 そ こか ら しば

ら くは 暗い 地下 室 （伊 藤 研 は62号館 B 2F にあ

り ます ） の雰 囲気 を楽 しみ なが ら実 験 を行 い 、

携帯 の電波 が入 らない こ とや太 陽 を見 ない生活

に慣 れ て … … い く努 力 を 一 通 り して い き ます 。

夏、冷房 が効 いた涼 しい部屋 で前期 のデ ータゼ

ミの 準 備 に 追 わ れ ます 。 この デ ー タゼ ミが 終 わ

れば、二週 間程度 の夏休 み に入 ります。秋 、伊

藤研 が最 も重視 してい る分子構造 討論会 に参 加

します。 この学会 は毎年伊藤研 か らも、数 人が

発表 して お り、 一 つ の 区 切 り とな っ て い ま す 。

冬、 後 期 の デ ー タ ゼ ミ （ク リ ス マ ス な の

に……） を乗 り越 え、卒修論 に向 けて研 究室が

一番慌 しい時期 に入 ります 。実験や デー タ処理

に と、 2 4 時 間 研 究 室 に 閉 じ こ も る こ と も珍 し く

あ りませ ん 。 そ の後 、 3 月 に 春 の 年 会 に 参 加 し

た ら も う次 の 年 度 に な り、 こ う して伊 藤 研 の 一

年 間 は過 ぎて い き ます 。

今後 は、生体 関連 物質 につい ての研 究 に も着

手すべ く、 リ ン脂 質の水表面 単分子膜 の構造解

析 を IR 系 と SF G 系 が協 同で実験 を始 めてい ま

す。U H V 系 は計 算化 学 を用 い ての理 論 的 なア

プロ ー チ も行 っ て い ます 。 ラ マ ン系 で は表 面 イ

メージ ング （原子 間力顕微 鏡 な ど） を組 み合 わ

せた研 究 を行 ってい ます。 それぞれの系 で 日々

新たな挑戦 を行 い、将来、研究 者 と して社 会 に

貢献 で き る よ う な技 術 ・ 知 識 を 身 に つ け る た

め、みん な頑張 ってい ます。

柴田研究室

柴 田研 究室 で は、『遷移金 属錯体 を触 媒 と し

て、有機 合成 反応 の基幹 とな る新 しい炭 素一炭

素結合生成反応 の開発 お よび触媒 的不斉 反応へ

の展 開 』 を 目指 して、 先 生 の 熱 い （ ？） 指 導 の

下、朝十時 か ら夜遅 くまで研 究 に取 り組 んで い

ます 。

しか し、本研 究室 は、昨年 四月か ら始 まった

研究 室 で す の で 、 今 で は 日 々 当 た り前 の よ うに

実験 を行 ってい ます が、配属 された四月 には実

験台 もな い状 態 で した 。 そ の よ うな 、 椅 子 と机

だけが置 かれ ていた普通の教室 に、実験台・ ド

ラ フ ト・ 流 しが 設 置 され 、 そ の後 、 続 々 と到 着

する実験 器具 の組 み立てが始 ま りま した。私 た

ち は 、 エ バ ボ レー タの 組 み 立 て か らパ ソ コ ンの

立ち上 げ まで 、 研 究 室 に あ る 、 あ り とあ らゆ る

もの を、 説 明 書 を頼 り に組 み 立 て て い き ま し

た 。 ま た 、「少 し で も安 い 会 社 で 注 文 し な さ

い ！」 とい う先 生の厳 しいお言葉 に従 い、必要

な試 薬が あれば、分厚 いカ タログを何冊 も机 に

並べ 、 厳 選 した 上 で 注 文 し ま した。 こ う して 、

『普通の教室 』が 『研究室 』へ と変貌 を遂 げ、

私た ちは 自分 の所属す る研 究室 を 自らの手で立

ち 上 げ る とい う貴 重 な経 験 が で きま した 。 研 究

室 の立 ち上 げか ら実験 の手 法 まで 全 ての こ と

を、配属直後 で右 も左 も分か らない私 た ち四年

生四人 に指 導 して くだ さった柴 田先 生の根気 強

さ に は 、頭 が 上 が り ませ ん 。

初 めてお会い した時の先生 は、口数少 な く、

そ の上 無 表情 であ った ため、 皆、接 し方 に戸

惑 った ことを良 く覚 えてい ます 。初 顔合 わせ 直

後 か ら始 ま っ た ゼ ミで も、 そ の よ う な雰 囲気 は

変 わ らず 、 何 を考 え て い らっ し ゃ るか 分 か ら な

い 先 生 の 反 応 に 怯 え る毎 日で し た 。 しか し、
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一ケ月経 った頃か ら、先生 の顔 に も笑顔 が見 ら

れる よ う に な り、 そ れ ま で 抱 い て い た 恐 怖 心

（ ？） に似 た感 情 は、 徐 々 に払 拭 され る こ とに

なりま した。最近で は、昼食 を五 人で食べ に行

くこ ともあ るほ ど、先 生 を含 め研 究室全体 が和

気あ い あ い と し て い ま す 。 今 年 、 新 た な メ ン

バー を迎 え、 実 験 台 も な い状 態 か らス ター トし

た研究 室 は、着 々 と成長 を続 けてい ます。

高橋研究室

現在 、 高橋 研 究 室 は65号 館 5 階 の奥 の ほ う

（最近 柴田研究室 が出来 たため一番奥 の地位 は

譲っ て し ま っ た ） で 高 橋 先 生 を は じめ と して 、

M 2 2 名 、B 4 6 名 で 毎 日 を過 ご し て い る ○

こ こで M l が い な い の は ミス プ リで は な く、 実

際に 1 名 もい ない とい う寂 しい状 況 。 お か げ で

修論 間際の忙 しい時期 に雑用 が溜 ま りに溜 まっ

てい る始 末 で 、 バ イ トで も雇 い た い と思 う今 日

この頃 （涙）

ま あ 愚 痴 は これ く らい に して研 究 内 容 に つ い

て 。 ず っ と続 い て い る こ と だが 、色 々 な分 子 の

光化学反応 を時 間分解 ラマ ン分 光法お よび時 間

分解吸収分 光法 をつか って観 測 している○

昨年 か ら本格 的 に稼動 し始 め た固体 レーザ ー

も順調 で、特 に 「ラマ ン測定」 に力 を入れ てい

る 。

「ラマ ン」 につ い て 少 し説 明 して お く と、 あ

る物 質 に単 一 振動 数 の レーザ ー光 を照射 す る

と、入射 方向 とは異 なった方 向 に若干違 う振動

数 を持 つ 光 が散 乱 され る。 そ の散乱 の こ とを

「ラマ ン散乱」 といい 、 この散乱光 を観測 し、

ス ペ ク トル に し た も の を 「 ラ マ ン ス ペ ク トル 」

とい う。「ラ マ ン ス ペ ク トル」 は 、例 え ば分 子

内で結合 が一つ違 うだ けで 、全 く異 なったスペ

ク トル を得 る こ と に な る。 よ って 時 間 的 な ス ペ

ク トル の 変 化 か ら、 そ の物 質 の 反 応 経 路 な どを

知 るの に非常 に有用 なのであ る。

レー ザ ー が安 定 して い る こ とな どか ら昔 よ り

は 随 分 測 定 しや す くな っ た とは い え、「 ラ マ ン

散 乱」 は非 常 に弱 い散 乱 であるため、長 時間 に

渡 っ て測 定 を行 っ た と して も、 望 ん で い た 結 果

が 得 られ な い こ とが 多 い 。 しか しス ペ ク トル を

得る瞬 間 を夢 見 て これ か ら も実 験 を して い こ う

と思 う 。

多田研究室

多 田研究 室、最 期 の卒業 生 T で す。『最期 の

卒業生 』 とい うの も今 年で多 田先 生が退職 され

るか らで す 。

早 い もの で こ こ に配 属 され 十 ケ 月 、 そ の 時 間

を過 ご して きた 自分 か ら見 た 多 田研 を紹 介 し よ

う と 思 い ま す 。

多 田研 は基本的 に10時か ら…ですが実験 の都

合上 、朝 九時 に来 る人 もい れば昼頃来 て徹夜 す

る 人 もい ます 。 すべ て 自 己責 任 で 行 わ れ て い ま

す。

メ ンバ ー に つ い て、 ま ず は 多 田先 生 。僕 か ら

見 て 多 田先 生 とい う の は 、 化 学 の先 生 とい うだ

けで は な く、 花 見 の 際 も桜 につ い て い ろ い ろ教

え て くれ た り、 ま た 毎 朝 十 時 前 に くる学 生 が い

ます が、先生 も少 し早 く来 て、その学生 を確 認

し て 「ま た あ い つ に 負 け た か あ （笑 ）」 と も

言 っ た りす る子 供 っ ぼ い こ と もあ り、な ん と い

うか、人 間味のあ る先 生です。

次 に秋葉 先生。秋葉 先生 は超原子 価化合物 を

専 門に されてい る先 生で、一言 で 『元気 ！』そ

れ に尽 き ます 。 朝 、研 究 室 に 入 っ て くる 姿 は 学

生 よ り エ ネ ル ギ ッ シ ュ 。「 ど う ？研 究 進 ん で

る ？ ！」 と笑 顔 で 学 生 と話 し て い ま す 。 以 前 秋

葉先生 の名前 で検索 した掲示 の中には 『ナイス

ミ ドル 』 と い っ た コ メ ン トが あ り ま し た が 、 ま

さ に そ ん な感 じで す 。

続 いて多 田研 究室の研究 メ ンバ ーについてo

M 2 「あ た した ち、 しな い で す ぐ寝 ち ゃ う か

ら」 片 山 さ ん （笑 ）。

一体何 個携帯持 って るのかわか らか －…

佐 々 木 さ ん

無 類 の酒 好 きで 「イ グ ？」 と誘 っ て くる

松原 さん。

本人 はバ レて か －と思 ってるけ ど動画見

過 ぎの 森 モ ア ラ

M l ほん とっ口だけの木村洋平 、節操 な さす

ぎ ！

自 ら セ クハ ラ発 言 を ふ って お い て 「セ ク
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ハ ラ反対」 と叫ぶ霜 鳥 さん。

昔 は 似 合 わ ない カ チ ュ ー シ ャ・ ロ ン毛 、

あ ま りに も痛 す ぎる 瀬 名 さ ん。

B 4 ク リ ス マ ス は ボ ン ボ ン して 、「や ば い

ね 、 ボ ン ボ ン 良 す ぎ」 と ほ ざ く荻 野

（式）。

多 田研 き っ て の バ カ。 こ い つ も 酒 が 好

きで 誘 っ て くる河 野 。

自他 共 に認 め る キ ヤ ピ ラ リ ー ● ☆ こ、

木下大輔。

頭 ん 中馬 しか い ない渋 谷 。最 近松 原 さ

ん に多 大 な影 響 をお よ ぼ して る…

は じめ の 頃 は 毎 回 来 る と お 菓 子 を持 っ

て きて くれ た福 島 さ ん。 最 近 ね － な あ。

異 常 で す 。 ま と もな の は先 生 しか い な い 。 バ

グってます 。そ んな多 田研 に栄 光あれ。

中井研 究室

中井研究室 は理論化学 （電子状態理論）の研

究室です。理 論化学 はシ ュレデ ィンガ一方程 式

に始 まる理論計 算 に よって物理 、化 学現象 を探

究す る学 問で す。 当研 究 室 の主 な研 究 と して

B orn－O ppenheim er 近 似 を使 わ ない 理論 計 算 で

ある N O M O 法や計算 方法 の効 率化 （1iner scal－

i ng） を 目指 し た 新 しい 計 算 ア ル ゴ リズ ム の 開

発、E n erg y Density Analysis（EDA）による分

子の局所部分 のエ ネルギー解析 、分 子動力学 に

基づ く計算 、固体表面 現象の解 明な どを行 って

います。研究対 象 は、有 機、無機 、構 造化学 と

幅が広 く、研 究テ ーマの選択 に関 して は自由度

が高 い と言 え る で し ょ う。

研 究室の メ ンバ ーは現在 、 中井先 生の ほか、

博士研究員1名、博士後期課程4名、修士課程6

名、学部 生7名 と大勢 で に ぎやか です。 学年 の

層は幅広いです が皆仲 の良い のが 自慢 です。

普 段 の 研 究 室 の 日常 は 、 コ ン ピ ュ ー タ ー と向

き合 い なが らの研 究 が 主 とな り、 メ ンバ ー そ れ

ぞれが個別の テーマ を扱 ってい るわけですが 、

と き に研 究 室 の メ ンバ ー 同士 で お 茶 な ど を飲 み

なが ら デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を し た り談 笑 を し た り

とメ ンバ ー同士 の交流 も盛 んで、決 して孤独 な

研究 生 括 とい うわ け で は あ り ませ ん 。 また 、 コ

ンピュ ー タ ー さ え あ れ ば研 究 が で き る の で 深 夜

でも研 究室で は、徹夜 で研究 や さまざ まな作業

をす る 人 が い た り と 「不 夜 城 」 に な る こ と も し

ばしば で す 。 そ して 、 週 に 一 回 ゼ ミ を 開 き、

各々の研 究成果 を発 表 し合 い、お互 いの研 究の

進行 状 況 を確 認 しあ った り、 意 見 を交 換 した り

します が 、 この と き議 論 が 白熱 して 長 時 間 に及

ぶこ と もあ りま す 。 ほ か 、 研 究 外 の 活 動 と し

て、 先生 を含 め み ん なで昼 食 を食 べ に行 った

り、 不 定 期 に飲 み 会 を開 い た り、 年 末 に は 先 生

の家 で忘 年 会 を した りし ます 。 研 究 で 部 屋 に こ

もりが ち に な っ て し ま うの で 、今 後 は ス ポ ー

ツな ど皆 で 楽 しめ る屋 外 で の 企 画 も増 や して い

こう と考 え て い ま す 。

純粋 に理論 化学 に興 味があ る人 、中井研 の雰

囲気 を味 わ ってみ たい とい う方 は気 軽 に研究 室

のドア を た た い て み て くだ さ い 。

中田研 究室

中 田研究 室で は、生物 活性天然物 と呼 ばれる

複雑 な化合物 の合成 を中心 に研究 を行 ってい ま

す。生物活性 天然物 は、 自然界 において カ ビや

植物 な ど に よ り生 産 さ れ て お り、「医 薬 品 」 に

なる よ う な優 れ た 生 物 活 性 を もっ て い る有 機 化

合物 も あ り ま す 。 現 在 、 主 と し て T ax ol，

F R 18 28 7 7，E rin acin e E，Phomopsidinなどの合

成研 究 を行 って い ます が、 これ らの化 合物 は

「世界で初」 の仝 合成 を 目指す もの もあれ ば、

まった く新 しい ル ー トで効 率 的 に合 成 を試 み る

も の も あ り ま す 。 そ れ ら は 単 に 複 雑 な 構 造 を

もってい るだけで な く、多 くの不斉 中心が存在

して い る た め 、 そ の 不 斉 合 成 が 問 題 と な っ て き

ます。そ こで、中田研 では仝 合成 だけで な く、

新規不 斉触媒反応 、 オ リジナル な不斉 配位 子 を

用いた不斉触媒 反応 に も力 を入れ てい ます。現

在、主 と して金属 触媒 を用 いた不斉分子 内 シク

ロプ ロパ ン化反応 、 オ リジナル な不斉 配位 子 の

設計 と合成 に基 づ く不斉触媒 反応の研究 などを

行っ て い ます 。

最 後 に、 毎 日朝 か ら晩 まで 実験 漬 け の メ ン

バー を紹介。

研 究 も プ ラ イ ベ ー ト も充 実 して い る先 生 を筆
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頭に、

D 2 ：似非九 州男児兼2Fの ボス 岩○、夏 で も

ホ ッ トコー ヒ ー 鈴 ○ 、 神 （紙 ） 高 O

M 2 ：ア ル デ ヒ ド大 好 き 井 ○ 、 エ アマ ス ター

揮D 、 祭 りだ祭 りだ諭 吉 祭 り T 田、 イ ン

トロ王 本 ○ 、 小 栗 ？ ○ 宅

M l ：「宮 野 、 バ ナ ナ食 うか ？」 ○ 津 ○ 、 イ

ベ ン ト飲 み会大好 き 海○、桂 馬で王手

河 ○、実験＜＜＜ バ イ ク 松○ 、年越 し

実験 ？ ○辺

B 4 ：4 年 で全 合 成 達 成 ？ ！ 臼 ○、 ブ ラ ツ

デ イ ロ ーズ 木 ○ 白、芳 香 剤 里 ○、

か りん塔 孝 ○ 、紅 一点 ◇ 津 ◇、 鰯

野○ 、「 うほ、食べ ます」 宮○

以上、先生 と20名 の学生 で頑 張 ってい ます。

新田研 究室

新 田研 究室 では、主 に芳 香族化合 物 を村象 と

して研 究 を進 め て い ます。新 しい 芳香 族 化合

物、複素芳香族化合物の新規合成法の開発、静

的、動 的 な構造 と電子 的及び化学 的性質の解 明

と新 しい 機 能 の発 現 な どに 着 目 し研 究 を展 開 し

て い ます 。

新 田 先 生 を 中心 に研 究 を行 うメ ンバ ーの紹

介。 ボ ス ドク の S N さ ん は キ レの あ る ダ ジ ャ レ

でよ く時 を止 めてい ますが 、 しか し真 の姿 は頼

れる プ ロ の研 究 者 で す 。 バ イ ク とパ ンシ ョッ プ

の頭 脳 パ ン を こ よ な く愛 す る 助 手 の Y M さ ん

は、 とって も恥ず か しが り屋 ですが、新 田研 一

の切 れ者 で す。B4 の 頃、 会長 だ った T T さ ん

（M 2） も、今 年 は何 と社 長 に降格 ！憎 き政 敵

は加水 分解 ・ 脱炭 酸 ？M l の T U さんは、新 田

研唯一の元 ポ リマ ー研 究員。 3 人の社長 に囲 ま

れつつ も、 ま じめ に実験 す るヒゲが濃い好青 年

です。 M l に して研 究室 のエ ース であ り社 長 で

もあ る H O さ ん は、 実 験 中常 に歌 っ て い ま す 。

とて も楽 し そ う で す 。 M l の Y Y 君 は真 面 目 な

感じとは裏腹 に、新 田研誇 る雀士 です。和が っ

たと き に発 せ られ る 「御 無 礼 」 とい う言 葉 に毎

回驚 か さ れ ま す 。 馬 を愛 す る M l の K Y さ ん は

日曜 日が本 業で すが、副業 の実験 で もお泊 ま り

連発 す る底 な し体 力 の 持 ち主 で す。B4 の K I

君 、 頭 の 良 さ と ひ きか え に 「健 康 」 を失 っ て し

ま い ま し た。 趣 味 は フ ル ー トと S I君 の 育 成 。

有機化 学が苦 手 な B4 SI 君 の実験 報告 は自爆

テ ロそ の もの で 、 そ の姿 は さ なが ら水 に投 げ込

ま れ た ナ ト リ ウ ム の よ う で す 。 ドラ ク エ Ⅲ を 知

らない 非 国民、B 4 の D O 君 は某先 生 の お気 に

入り。 自 転 車 通 学 な の に今 日 も泊 ま っ て 実 験

中 。B 4 の JN は い つ もモ ノマ ネ ば か りや っ て い

ま す 。 田 中 くに え とか … 他 に もあ りま す が そ れ

研究 室 に て お 見 せ で き ます 。 ス ロ ッ トが お 仕 事

のB 4 M M は、毎 回実 験 す るた び にプチ ギ レ

て い ま す 。 最 近 で は さ ら に そ の 上 を 目指 す とか

言っ て人類 の限 界 に挑 んで い ます。 乾燥 肌 の

B 4 T M 君 は仮 眠 の時、 目が半 開 きになってい

ます 。 全 身 乾 きが ち な彼 で す が 、 実 は ドラ イ で

はない熱 い男 です。手癖 が悪 く、す ぐい たず ら

をす る、新 田先 生称 ず る “平 成 のエ ジ ソ ン”こ

と B 4 の M W 君 もい ます 。 この よ うに新 田研 究

室は 強 烈 な個 性 の 持 ち主 が そ ろ っ て お り、 毎 日

楽し く研 究 に励 んで い ます。

古川研究室

古 川研 究室 も研 究室が発足 してか ら6 年 目を

迎え、 現 在 、 ボ ス ドク が 1 名、 D 2 が 1 名、

M 2 と M l が 2 名 ず つ、B4 が 7 名 在 籍 して お

り、古 川 先生 の下 で計 13 名 の メ ンバ ーが 日夜

研究 を行 って います。

古川研 は、紫外領域 か ら赤外領 域 までの吸収

スペ ク トル や 、 ラ マ ンス ペ ク トル とい っ た 、分

光学的 な手 法 を用 いて物質の様 々な性質 を研究

してい る研 究室です 。古川研が興味 を持 ってい

る化 合 物 は 、 ポ リパ ラ フ ェニ レ ン ビニ レ ン誘 導

体や ポ リチオ フェ ン誘 導体等 に代表 される導電

性共役 高分子 や、有機 E L 素子 に よ く用 い られ

るT P D や A lq 3 、 銅 フ タ ロ シ アニ ンな ど の低 分

子化 合物 です。 これ らの化合物 を用 いて、有機

発光 ダイ オー ド（有機 EL 素 子） や、有機 電界

効果 トラ ンジ ス タ （O F E T ） な どの 有 機 電 子 デ

バイス を自分 で作 製 して、 その動作機構 や劣化

機構 を赤 外 吸 収 ス ペ ク トル や ラマ ン ス ペ ク トル

を測 定 す る こ とで解 析 す る 人 もい れ ば 、 測 定 し

たスペ ク トルを、用 い た化合物 やモ デル化 合物
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の基準振 動解析 結果 を用 いて帰属 し、化 合物 の

構造 や配向 について解析 す る人 もお り、基礎 か

ら応用 、理論計算 か ら実験 まで、 メ ンバーそ れ

ぞ れが、色 々な実験法 を駆使 しなが ら、 さまざ

まな観 点で研 究 を行 ってい ます。

古川研 で は、良い意味で学年 による上 下関係

とい う もの が 希 薄 で 、 メ ンバ ー全 員 が 和 気 藷 々

と日頃 の研 究生活 を送 ってい ます。上級生 が下

級生 の実験 結 果 につ いて、 一緒 にデ ィス カ ッ

シ ョンをす るの は当然 ですが、上級 生が下級生

に 自分 の実験結 果 を見せ て意見 を求めた り、議

論が は じま っ た りす る の は 、 よ く見 か け る風 景

です。研 究室 を離 れ て も、学年 に関係 な く気 の

あっ た 人 同 士 お 酒 を飲 み に行 き、 プ ラ イ ベ ー ト

なこ とか らそ れぞれの研究結 果 まで、様 々 な事

を酒 の肴 に して、 日頃 の 疲 れ を癒 し親 睦 を図 っ

てい ます 。 ま た、 メ ンバ ーが 実 家 に帰 っ た り、

旅行 に行 った り、学 会 に行 った りして研究室 に

戻って くる と、 お 土 産 と して 、 そ の 土 地 名 産 の

お菓子 を買 って くる ことがいつ の間 にか慣例化

し、 お 盆 明 け や 年 始 な ど、 数 日間 は お や つ に 困

らな い ほ ど の食 べ 物 が 山積 み に な り ます 。

こ の よ う に 、 古 川 研 で は 、「何 事 に も一 生 懸

命」の精神 でメ ンバ ーー同研究 に励 んで い ます。

松本研究室

松本研究室は無機錯体化学の研究室です。 3

つの グルー プに分 かれて幅広 い研 究 を行 ってい

ます 。

1） 白金 グル ープの 5 人 （ボス ドク 2 人・博士

課程・修士課程・学部生各 1 人）は、 白金錯

体 を用 い た ア ル キ ル・ オ レフ ィ ン触 媒 反 応 や

新規 白金多核 錯体 の合 成 を行 ってい ます。最

近 Pt（ⅠⅠⅠ）－T l（ⅠⅠ）の強い金属結合 が存 在す る

大変興味深い一次元鎖状化合物の合成 に成功

しました。現在 は Pt－P t結 合 を有 す る鎖状 化

合物の合成 と新規物性 （電導性・磁性等）の

実 現 を 目指 して い ます 。

2 ） ル テ ニ ウム グ ル ー プ は ジ ス ル フ ィ ド架 橋 ル

テ ニ ウ ム ニ 核 錯 体 を用 い 、 ケ トン ・ ア ル ケ

ン・ ア ル キ ン類 と の 反応 につ い て研 究 して い

ます 。 これ らの反 応 は硫 黄 配位 子 上 で起 こ

り、C －H 活性 化 を伴 ってC－S結合 を持 つ錯 体

を 与 え る こ と が 分 か り ま し た。 修 士 課 程 1

人・ 学部 生 1 人 の 2 人 で実験 して い ま した

が、 この 1 月 に以前松 本研 に所属 していたボ

ス ドク の 方 が さ らに 実 力 をつ け て カ ナ ダ か ら

帰 国 し ま した 。 こ れ を機 に、 さ ら に発 展 した

新 しい研 究 が 始 ま りそ うで す 。

3 ） ユ ウ ロ ピ ウム グ ル ー プ は ボス ドク 4 人 に学

生 9 人 の大所帯 で、合成 とア ツセイの グル ー

プ に分か れて研 究 を してい ます。研 究 目的 は

希 土類蛍光錯体 を合成 し、 これ をバ イオテ ク

ノ ロ ジ ー 分 野 の 蛍 光 検 出法 と し て応 用 す る こ

とであ ります。現在 、合成 グル ープでは新 規

錯 体 の 合 成 に、 ア ツセ イ グ ル ー プ で は D N A

チ ップへの応用お よび、遅延蛍 光顕微鏡 の開

発 に全 力 を注 い で お ります 。

研 究 室 全 体 と し て は 、 グ ル ー プ ご と に月 2 回

の結果報告 、石原研 と合 同で週 に一回論文 ゼ

ミと輪読 を行 ってい ます。実験環境・ 設備 と

も整 い 、 とて も恵 ま れ た状 況 で 実 験 を して い

ます 。 ま た 、 大 型 プ ロ ジ ェ ク トが 成 果 を上 げ

つ つ あ り、 さ らな る成 果 を 目指 し意 欲 的 に研

究 を進 め て い ます 。

稲化会 か らの報 告 とお願 い

【 1 】 稲化 会会則 の改定 と新 しい細則の決定

平成 1 5年 5 月 10 日に開催 され ま した稲 化会総

会で、稲 化 会会 則 改定 案 と新 しい細 則 案 が可

決・ 決定 され ました。改訂 会則 と新細則 は住所

録採 録 C D －R O M の末尾 に掲 載 しま した。

【2 】 会計報告

2 001年度

く収入の部〉

前年度繰越金 （郵便局）

（あ さひ銀行（普通））

利息

会 費（ ￥3，00 0 ＊5 2名 ）

（ ￥ 30 ，0 0 0 ＊2 名 ）

合 計
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￥1，6 7 6 ，66 8

￥154 ，50 9

3 7

￥156 ，00 0

￥60 ，0 0 0

￥2 ，04 7 ，2 14



〈 支 出の部 〉

郵便 局払 出

（内訳）

理工学会年会費

名簿原稿編集料

稲化会名簿第11版郵送料

事務経費（ラベル他）

￥3 50 ，0 0 0

￥3 ，00 0

￥20 ，00 0

￥2 30 ，2 10

￥9 ，47 0

アルバ イ ト代（10 名 × ￥ 5 ，00 0 ）￥ 5 0 ，00 0

12／21引出分使用額残額（現金）

名簿第 11版・会報 16号印刷代

払込手数料 53件

次年度繰 越 （あ さひ銀行）

（郵便局）

合 計

2 002年度

〈収入の部〉

前年度繰越金 （郵便局）

銀行普通口座解約／利息

現金

会 費（￥3，0 0 0 ＊4 9名 ）

（￥ 3 0 ，0 00 ＊2 名 ）

合 計

〈支 出の部 〉

払込手数料 28件

会費払込票印字代

アルバ イ ト（名簿修 正）

総会準備金

次年度繰越金

合 計

￥3 7 ，3 20

￥3 5 1 ，7 50

￥3 ，74 0

￥15 4 ，54 6

￥1 ，18 7 ，178

￥2 ，04 7 ，2 14

￥1 ，18 7 ，17 8

￥154 ，554

￥37 ，32 0

￥14 7 ，00 0

￥60 ，00 0

￥1 ，5 86 ，05 2

￥

￥

￥

￥

3，59 0

3 ，10 0

2 0，000

2 0 0，000

￥1，3 5 9 ，36 2

￥1，58 6 ，0 52

【 3 】 会 費納入 につい ての お願 い

会 費 を本 号 と と もに 送 付 しま した 郵 便 為 替 用

紙を用 いて納入 して くだ さい。 2 年毎 の連 絡 と

なり ま す の で 、 2 年 分 の 納 入 を お 願 い 致 し ま

す。 年 会費 は、正 会 員 が 1500 円、 学 生会 貞 が

7 5 0円です。 また、終 身会費 は300 00 円です。

前記会計 報告 にあ ります ように納入率 が劣悪

の状態 です。本格 的 に稲化会事 業 を進 め るため

には、納 入率 の向上が必要 ですので 、皆様 の ご

協力 をお 願 い し ます 。

【 4 】 稲 化会 の ホ ー ムペ ー ジ開設 と E －M ail

ア ド レ ス

稲化会 ホームページ w w w ．ch em ．w ase d a．ac．jp／

t ou k a／ob．htm l を開設 し会 員へ の連 絡 や意 見交

換の場 として皆様 に利 用 して頂 くべ く、整備 を

進め て い ます 。 ま た 、 稲 化 会 の E －M a il ア ドレ

スは toukak ai＠chem ．w ased a．ac．jp で す。近 況 報

告、稲化 会へ のご意見、住所変 更 などの連絡 に

ドシ ドシ利 用 して くだ さ い 。

【 5 】 稲 化 会 の ホ ー ムペ ー ジ解 説 と E －M ail

ア ド レ ス

別 途 の 住 所 録 C D －R O M か ら お 分 か りの よ う

に、住所不 明の会員が多数居 ります 。皆様 の周

辺の 方 の 住 所 が 分 か りま した ら稲 化 会 迄 E －

M ail に て ご連 絡 くだ さい。 ま た、 皆 様 の E －

M ail リス トを整 備 し て い くた め に、 皆 様 の E －

M ail番号 をお知 らせ くだ さい。（会 費納 入 に際

して 郵 便 振 替 用 に E －M ail 番 号 の記 載 して 下

さ っ て も結 構 で す 。）

【 6 】 稲化会役員

20 0 3年度 12月現在 の稲 化会役員 は下記 の通 り

です。

会長

副会長

監事

評議員

伊藤

柴田

中 田

石原

矢野

井上

小林

塚 田

朝倉

五十嵐

森川

編集理事

会計理事

庶務理事
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長瀬 裕

鹿又宣弘

高橋博彰

紘一

高範

雅久

浩二

圭一

国見

憲司

光男

徹也

庸

毅

伊藤紘一

石原浩二

松本和子

中田雅久

高橋 博彰

多田 愈

新田 信

長瀬 裕

中田 匡

宮田 信 郎

宮野 浩行

境之 佳樹

泉千英子

国松 美由紀

野口 由木

古川 行夫

中井 浩 巳

松本 和子

鹿又 宣弘

小又 昭彦

百瀬 浩

伊藤 信一

小西隆太郎

神崎 昌之

上杉 有紀



〈編集後記〉

稲 化会報 17号 をお届 け します。200 3年度 は化

学科創 立30周 年 の節 目の年で したが、創 設以来

科 の発 展 のため に活躍 され、や さ し く森落 なお

人柄 で皆か ら慕 われ た多 田愈先生が定年 を待 た

ず に退 職 さ れ る さ び しい年 に も な りま した 。 た

だ し、先 生 はお元気 で退職後 も非常勤講 師 と し

て 理 工 学 部 に勤 務 され る こ とに な っ てお り、稲

化会 の 発 展 の た め に も ご尽 力 下 さる との こ とで

す 。 卒 業 生 の 皆 さ ん もお 暇 な と きに は 先 生 を た

ずねて、稲化会 の楽 しいサ ロンを形成 して下 さ

い。多 田先生 の後任 には、岡山大理学 部で助教

授を さ れ て い た 柴 田 高 範 先 生 を お 迎 え し ま し

た。化学 科の学生へ の最初 の挨 拶で、化 学科 に

対す る愛 を熟 っぼ く語 られていたのが 印象 的で

した。先生 は20世紀最 大の有機化 学者 の一 人で

ある C orey 博 士 （ハ ーバ ー ド大 学 有 機 化 学教

室）お墨付 きの優秀 な化 学者です 。大い に活躍

さ れ る こ と で し ょ う 。

卒 業生 の皆様 の ます ます の ご発展 を祈 ってい

ます 。

（伊藤記）
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